
林羅山の『大学』解釈をめぐって

— 27 —

林
羅
山
の
『
大
学
』
解
釈
を
め
ぐ
っ
て

─
『
大
學
諺
解
』
と
『
大
學
和
字
抄
』
の
比
較
検
討
を
通
し
て
見
た
林
羅
山
の
朱
子
学

─

武
田　

祐
樹

１　
は
じ
め
に

　

一
七
世
紀
初
頭
に
お
け
る
朱
子
学
の
盛
行
と
、
こ
れ
に
対
す
る
林
羅
山
の
寄
与
と
い
う
問
題
を
、
正
面
か
ら
論
じ
た
研
究
は
稀
で
あ
る
。
ま

た
、
論
じ
る
と
し
て
も
そ
れ
は
儒
学
史
や
漢
文
学
史
に
お
け
る
一
ペ
ー
ジ
と
し
て
、
伊
藤
仁
斎
や
荻
生
徂
徠
の
前
史
的
に
扱
う
に
過
ぎ
ず
、
具
体

的
な
検
討
や
跡
づ
け
に
欠
け
る
も
の
が
大
半
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
西
村
天
囚
は
、
林
羅
山
が
一
旦
は
建
仁
寺
を
出
奔
し
つ
つ
も
、
後
に
剃
髪
し
て
徳
川
家
康
に
仕
え
た
こ
と
を
儒
教
に
よ
る
仏
教
か
ら

の
独
立
と
し
て
評
価
し
、
ま
た
林
羅
山
が
朱
子
学
を
奉
ず
る
立
場
を
取
っ
た
こ
と
を
根
拠
に
し
て
一
七
世
紀
に
お
け
る
朱
子
学
の
盛
行
・
官
学
化

と
い
う
ス
ト
ー
リ
を
描
く（

１
）。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
語
り
方
を
批
判
す
る
者
も
い
た
。
例
え
ば
、
津
田
左
右
吉
で
あ
る
。
津
田
は
、「
儒
教
が
多
少
の
感
化
を
所
謂
学
問
を
し

た
諸
大
名
の
民
政
に
及
ぼ
し
た
」
こ
と
は
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
朱
子
学
は
そ
も
そ
も
外
来
思
想
で
あ
っ
て
、
そ
の
盛
行
は
あ
く
ま
で
も
上
級

武
士
に
の
み
見
ら
れ
る
現
象
に
過
ぎ
ず
、
社
会
全
般
に
広
く
行
き
渡
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
と
主
張
し
た（

２
）。

　

丸
山
真
男
は
津
田
の
批
判
を
承
知
し
つ
つ
も
、
林
羅
山
や
彼
の
朱
子
学
が
幕
藩
体
制
を
肯
定
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
意
味
を
持
っ
た
こ
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と
を
論
じ
た（

３
）。

し
か
し
、
丸
山
の
論
が
尾
藤
正
英
に
よ
り
批
判
さ
れ（

４
）、

寛
政
異
学
の
禁
の
教
育
制
度
史
上
の
意
義
が
注
目
さ
れ
る
中
で
、
一
七
世

紀
に
お
け
る
朱
子
学
の
盛
行
や
林
羅
山
の
寄
与
と
い
っ
た
問
題
は
等
閑
視
さ
れ
る
に
至
っ
た（

５
）。

　

し
か
し
、
津
田
や
尾
藤
の
批
判
を
認
め
た
上
で
も
、
ま
だ
残
る
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
一
七
世
紀
に
お
い
て
、
徳
川
将
軍
家
と
そ
れ
を
取
り
巻

く
諸
大
名
が
学
者
を
雇
い
、
古
典
の
講
義
や
注
釈
、
あ
る
い
は
各
種
編
纂
物
の
作
成
を
行
わ
せ
た
と
い
う
事
実
を
、
歴
史
的
に
ど
う
位
置
づ
け
る

か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
幕
藩
体
制
維
持
の
た
め
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
る
と
か
、
広
く
社
会
全
般
に
行
き
渡
っ
た
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
は
一
端
棚
上
げ

す
る
。
む
し
ろ
、
最
も
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
批
判
者
で
あ
る
津
田
も
認
め
た
儒
教
の
為
政
者
へ
の
感
化
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
古
典
注
釈
と
い
う
側

面
か
ら
考
え
た
い
。

　

本
稿
は
、
林
羅
山
の
朱
子
学
が
備
え
る
学
術
上
の
特
色
を
、『
大
学
』
解
釈
と
い
う
点
か
ら
論
じ
、
こ
れ
を
通
じ
て
一
七
世
紀
の
前
半
に
お
い

て
、
朱
子
学
が
為
政
者
に
と
っ
て
意
味
を
持
つ
学
術
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
林

羅
山
の
著
述
で
あ
る
『
大
學
諺
解
』
と
『
大
學
和
字
抄
』
に
着
目
し
、
両
書
の
成
立
経
緯
に
配
慮
し
つ
つ
比
較
検
討
す
る
と
い
う
方
法
を
と
る
。

　
『
大
學
諺
解
』
に
関
し
て
は
、
村
上
雅
孝
の
論
考（

６
）が

存
在
す
る
。
村
上
は
、
国
語
学
の
立
場
か
ら
、
慶
安
三
年
版
『
四
書
集
注
抄
』
と
『
大
學

諺
解
』
の
訓
点
を
比
較
検
討
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
所
謂
道
春
点
か
ら
、
林
羅
山
自
身
の
意
向
が
よ
り
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
も
の
と
期
待
さ
れ

る
、
羅
山
点
へ
の
遡
及
を
試
み
た
の
が
村
上
氏
の
論
考
で
あ
る
。
村
上
は
『
四
書
集
注
抄
』
を
用
い
た
が
、
本
稿
で
は
出
版
に
至
る
経
緯
の
不
明

瞭
な
同
書
を
扱
う
こ
と
を
避
け
た
い
。

　

こ
の
後
に
現
れ
た
の
が
大
島
晃
の
論
考（

７
）で

あ
る
。
大
島
は
『
大
學
諺
解
』
を
単
独
で
扱
う
。
大
島
は
、『
大
學
諺
解
』
の
分
析
を
通
し
て
、
林

羅
山
が
舶
載
さ
れ
る
書
物
を
い
か
に
咀
嚼
し
、
自
身
の
理
解
を
い
か
に
示
し
た
の
か
を
論
じ
た
。
大
島
は
、
無
秩
序
に
舶
載
さ
れ
る
書
物
を
ふ
ん

だ
ん
に
用
い
た
林
羅
山
の
朱
子
学
理
解
が
示
さ
れ
る
『
大
學
諺
解
』
に
、
林
羅
山
の
博
学
ぶ
り
や
そ
の
読
書
の
有
す
る
自
由
さ
を
見
て
取
る
。

　

明
治
以
来
の
林
羅
山
研
究
の
通
弊
は
、
林
羅
山
が
そ
の
学
識
を
利
用
し
て
何
を
成
し
た
の
か
に
対
す
る
具
体
的
な
検
討
を
欠
く
こ
と
に
あ
る
。
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そ
れ
は
為
政
者
に
奉
仕
す
る
こ
と
で
あ
る
。
多
く
の
者
が
認
め
る
通
り
、
林
羅
山
は
御
用
学
者
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
問
題
は
ま
さ
に

そ
の
為
政
者
へ
奉
仕
す
る
た
め
の
学
問
の
内
実
に
対
す
る
具
体
的
な
研
究
を
欠
く
こ
と
に
あ
る
。

　

前
稿（

８
）で

は
林
羅
山
の
学
術
が
備
え
る
特
質
を
、
清
原
家
へ
の
強
烈
な
意
識
の
も
と
に
形
成
さ
れ
た
、
四
書
を
新
注
に
よ
っ
て
読
む
と
い
う
態
度

に
あ
る
と
指
摘
し
た
。
本
稿
で
は
、
右
の
理
解
の
下
、
さ
ら
に
林
羅
山
の
学
術
に
対
す
る
考
察
を
進
め
た
い
。
そ
の
た
め
に
、『
大
學
諺
解
』
と

『
大
學
和
字
抄
』
が
備
え
る
性
格
の
違
い
を
、
両
書
の
成
立
経
緯
や
成
立
時
に
お
け
る
林
羅
山
の
状
況
へ
の
理
解
の
下
に
、
明
ら
か
に
し
た
い
。

さ
ら
に
、
両
書
の
性
格
の
違
い
を
生
ん
だ
林
羅
山
と
い
う
人
物
の
『
大
学
』
解
釈
が
持
つ
二
面
性
に
つ
い
て
論
じ
る
。
最
後
に
、
林
羅
山
の
朱
子

学
が
備
え
る
学
術
上
の
特
色
を
明
ら
か
に
す
る
。
以
上
を
通
じ
て
、
一
七
世
紀
の
前
半
に
お
い
て
、
朱
子
学
が
為
政
者
に
と
っ
て
意
味
を
持
つ
存

在
で
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ
る
。

２　
『
大
學
諺
解
』
と
『
大
學
和
字
抄
』

　

本
節
で
は
、『
大
學
諺
解
』
と
『
大
學
和
字
抄
』
の
書
誌
情
報
を
紹
介
す
る
。

　
『
大
學
諺
解
』
は
三
冊
か
ら
成
り
、
漢
字
カ
タ
カ
ナ
交
じ
り
文
で
記
さ
れ
た
写
本
で
あ
る
。
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る（

９
）。

表
紙

を
除
き
上
冊
が
八
一
丁
、
中
冊
が
七
七
丁
、
下
冊
が
八
八
丁
、
毎
半
葉
一
〇
行
。「
大
学
章
句
序
」「
大
学　

朱
熹
章
句
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、

朱
熹
の
「
大
学
章
句
序
」
及
び
「
大
学
章
句
」
に
対
す
る
林
羅
山
の
解
説
が
附
さ
れ
た
注
釈
書
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
表
題
は
「
大
學
諺
解
」、

下
冊
「
大
学　

朱
熹
章
句
」
末
尾
に
「
大
学
章
句
解　

終
」
と
あ
る
。
な
お
、
序
題
「
大
学
章
句
序
」
の
下
に
は
「
林
羅
山
道
春
解
」
と
あ
る
。

下
冊
末
尾
に
は
跋
が
附
さ
れ
る
。
こ
の
跋
は
『
羅
山
文
集
』
巻
第
五
五
に
「
大
學
解
跋
」
と
し
て
収
録
さ
れ
る
。「
編
著
書
目
」
に
は
「
大
學
解

　

二
巻
」
の
名
が
、「
論
語
解　

四
巻
」「
中
庸
解　

三
巻
」
と
共
に
見
え
る
。
後
に
林
鵞
峯
が
著
し
た
『
大
學
或
問
私
考
』
に
お
い
て
は
、「
諺

解
」「
文
敏
先
生
諺
解
」
と
し
て
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
。
ま
た
「
大
學
或
問
私
考
序
」
に
は
「
章
句
諺
解
」
の
名
が
見
え
る
。
本
稿
で
は
、
便
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宜
的
に
『
大
學
諺
解
』
と
い
う
呼
称
を
用
い
る
。

　
『
大
學
諺
解
』
は
、
林
羅
山
の
著
述
の
中
で
も
、
特
徴
的
な
成
立
経
緯
を
持
つ
。
後
述
す
る
通
り
、
林
羅
山
の
著
作
は
基
本
的
に
徳
川
将
軍
家

や
徳
川
幕
府
高
官
な
い
し
は
各
大
名
へ
献
上
す
る
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
こ
の
『
大
學
諺
解
』
は
そ
れ
ら
と
は
成
立
事

情
を
全
く
異
に
す
る
。

　

以
下
、『
大
學
諺
解
』
の
跋
を
た
よ
り
と
し
つ
つ
、
そ
の
成
立
の
経
緯
を
窺
い
た
い
。

予
長
子
叔
勝
、
幼
讀
書
、
粗
暁
字
義
、
且
捜
事
跡
。
況
又
慕
聖
賢
之
道
乎
。
去
夏
俄
物
故
。
吁
天
喪
我
者
歟
。
哀
慟
不
止
。
纔
未
至
於
喪
明

而
已
。

予
が
長
子
叔
勝
、
幼
に
し
て
書
を
讀
み
、
粗
ぼ
字
義
を
暁
り
、
且
つ
事
蹟
を
捜
る
。
況
ん
や
又
聖
賢
の
道
を
慕
ふ
を
や
。
去
夏
俄
に
物
故

す
。
吁
、
天
は
我
を
喪
ぼ
す
者
か
。
哀
慟
止
ま
ず
。
纔
か
に
未
だ
明
を
喪
ふ
に
至
ら
ざ
る
の
み
。（『
大
學
諺
解
』（

（1
（

跋
）

　
『
大
學
諺
解
』
の
成
立
は
、
林
羅
山
の
長
子
林
左
門
の
死
を
契
機
と
す
る
。
林
羅
山
に
は
四
人
の
息
子
が
お
り
、
林
羅
山
は
と
り
わ
け
長
子
で

あ
る
林
左
門
の
将
来
に
期
待
を
寄
せ
て
い
た（

（1
（

。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
林
左
門
が
夭
折
し
た
。
林
羅
山
は
激
し
い
悲
し
み
を
経
験
す
る
。「
喪
明
」
と

は
、
孔
子
の
弟
子
の
子
夏
が
息
子
を
亡
く
し
て
悲
し
み
の
余
り
失
明
し
た
故
事
を
踏
ま
え
る（

（1
（

。

　

こ
れ
に
先
だ
ち
慶
長
一
二
年
に
西
笑
承
兌
が
没
し
た
。
同
一
七
年
に
は
三
要
元
佶
、
同
一
九
年
に
は
清
原
秀
賢
が
相
次
い
で
没
す
る
。
青
年
期

の
ラ
イ
バ
ル
は
次
々
と
姿
を
消
し
、
残
す
は
吉
田
梵
舜
と
以
心
崇
伝
の
み
で
あ
っ
た
。

　

寛
永
元
年
、
林
羅
山
は
徳
川
家
光
と
い
う
若
い
君
主
に
近
侍
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
徳
川
家
光
の
下
で
、
林
羅
山
は
多
く
の
規
模
の
大
き
な

仕
事
を
達
成
し
て
行
く
。
林
羅
山
の
前
途
は
開
け
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
林
左
門
が
没
し
た
の
で
あ
る
。

　

林
左
門
の
没
後
、
林
羅
山
は
京
都
に
留
ま
る
。
半
年
ほ
ど
の
滞
在
期
間
中
に
林
羅
山
が
林
鵞
峯
・
林
讀
耕
斎
の
兄
弟
へ
行
っ
た
激
励
に
つ
い
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て
、
林
鵞
峯
は
様
々
な
形
で
書
き
残
し
て
い
る（

（1
（

。
林
羅
山
は
新
た
な
後
継
者
を
育
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　

若
使
叔
勝
在
、
則
無
由
作
大
學
解
。
叔
勝
既
會
得
了
也
。
今
作
之
者
、
它
日
爲
授
幼
子
也
。

若
し
叔
勝
を
使
て
在
ら
し
む
れ
ば
、
則
ち
大
學
解
を
作
る
に
由
無
し
。
叔
勝
既
に
會
し
得
了
る
な
れ
ば
、
今
之
を
作
る
は
、
它
日
幼
子
に
授

け
ん
が
爲
な
り
。（『
大
學
諺
解
』
跋
）

　

林
鵞
峯
の
学
習
階
梯
を
「
自
叙
譜
略（

（1
（

」
か
ら
窺
う
と
、
寛
永
六
年
を
境
に
大
き
く
様
子
が
変
わ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
三
歳
に
な
る
ま
で
林

羅
山
と
林
左
門
の
講
義
に
陪
席
す
る
程
度
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
は
次
々
に
古
典
籍
を
読
み
進
め
、
八
年
後
の
寛
永
一
五
年
に
は
『
三
体
詩
』
を

講
じ
る
ま
で
に
至
る
。
つ
ま
り
、
長
子
林
左
門
の
死
を
承
け
、
従
前
は
熱
心
に
教
育
を
施
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
三
男
林
鵞
峯
の
育
成
が
、
林
羅
山

の
急
務
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

鵞
峯
の
学
習
階
梯
の
な
か
で
、
い
つ
『
大
學
諺
解
』
は
読
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
寛
永
九
年
、
林
鵞
峯
は
四
書
五
経
を
始
め
と
し
て
、『
聯

珠
詩
格
』『
瀛
奎
律
髓
』『
唐
詩
選
』『
古
文
真
宝
』
な
ど
の
漢
籍
を
読
破
す
る
。
こ
の
時
の
こ
と
を
、
後
に
林
鵞
峯
は
「
見
先
考
所
作
大
學
諺

解
、
而
讀
論
孟
中
庸
大
全（

（1
（

」
と
述
べ
る
。
林
鵞
峯
は
、『
大
学
』
以
外
の
四
書
に
つ
い
て
は
『
四
書
大
全
』
を
用
い
た
が
、『
大
学
』
だ
け
は
『
大

學
諺
解
』
を
用
い
る
。
林
鵞
峯
は
『
四
書
大
全
』
の
『
大
学
』
の
箇
所
を
『
大
學
諺
解
』
で
補
い
、
他
の
四
書
に
先
駆
け
て
読
ん
だ
の
で
あ
る

『
大
學
諺
解
』
の
『
大
学
』
理
解
は
、
林
鵞
峯
の
『
大
学
』
以
下
の
四
書
の
読
み
方
を
左
右
し
た
に
違
い
な
い
。

此
諺
解
、
本
章
句
并
或
問
、
尊
程
朱
也
。
考
以
鄭
註
孔
疏
陸
音
、
尋
舊
也
。
輔
翼
以
大
全
通
考
通
義　

大
成
蒙
引
、
釋
章
句
也
。
參
之
以
知

新
日
録
林
子
四
書
標
摘
管
志
道
釋
文
楊
李
四
書
眼
評
、
備
異
記
也
。
其
間
加
己
意
而
述
其
義
、
非
敢
擬
議
之
。

此
の
諺
解
、
章
句
并
び
に
或
問
に
本
づ
く
は
、
程
朱
を
尊
べ
ば
な
り
。
考
す
る
に
鄭
註
・
孔
疏
・
陸
音
を
以
て
す
る
は
、
舊
を
尋
ぬ
る
な
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り
。
輔
翼
す
る
に
大
全
・
通
考
・
通
義
大
成
・
蒙
引
を
以
て
す
る
は
、
章
句
を
釋
す
る
な
り
。
之
に
參
ふ
る
に
知
新
日
録
・
林
子
が
四
書
標

摘
・
管
志
道
が
釋
文
・
楊
李
が
四
書
眼
評
を
以
て
す
る
は
、
異
記
に
備
ふ
る
な
り
。
其
の
間
己
が
意
を
加
へ
て
其
の
義
を
述
ぶ
は
、
敢
え
て

之
を
擬
議
す
る
に
非
ず
。（『
大
學
諺
解
』
跋
）

　

一
七
世
紀
初
頭
と
い
う
時
期
に
お
い
て
、
清
原
家
で
は
、
学
庸
は
新
注
で
読
み
、
論
孟
は
古
注
で
読
ん
で
い
た
。
ま
た
、
藤
原
惺
窩
は
『
逐
鹿

評
』
に
お
い
て
『
礼
記
』
所
収
の
「
大
学
」
篇
の
本
文
を
用
い
て
『
大
学
』
を
解
説
す
る
。
彼
ら
は
皆
、
新
た
な
学
術
界
の
動
向
に
対
応
し
よ
う

と
し
て
い
た
。
彼
ら
は
宋
代
か
ら
明
代
に
か
け
て
の
中
国
の
学
術
を
整
理
し
、
従
来
の
知
識
の
中
に
位
置
付
け
、
理
解
し
よ
う
と
し
た
。

日
本
ニ
テ
清
原
外
記
頼
業
、
始
テ
大
學
中
庸
ヲ
抜
出
シ
テ
ヨ
メ
リ
。
時
代
ヲ
考
ユ
レ
ハ
、
朱
子
ノ
時
ニ
當
レ
リ
ト
、
彼
家
ニ
云
ヒ
ノ
ヽ
シ
ル

ハ
、
尤
イ
フ
カ
シ
キ
事
也
。
朱
子
ノ
註
本
、
渡
リ
テ
後
、
五
山
文
字
ノ
僧
、
ヤ
ウ
く
ス
コ
シ
キ
ヨ
ミ
テ
、
其
後
彼
家
ニ
モ
、
ヲ
ノ
レ
カ
眼
力

ノ
及
所
ヲ
抄
出
シ
、
近
註
ト
號
シ
テ
、
常
忠
宣
賢
カ
徒
、
ヲ
ロ
ソ
カ
ニ
見
侍
リ
ヌ
。
全
文
ヲ
ハ
エ
ヨ
マ
ス
予
弱
冠
時
、
京
師
家
塾
ニ
テ
、
四

書
集
註
章
句
ヲ
講
ス
。
笈
ヲ
負
テ
、
耳
ヲ
傾
ル
者
、
多
群
集
ス
。
人
皆
古
註
ヲ
ヨ
ミ
テ
、
程
朱
ノ
名
ヲ
サ
ヘ
不
知
之
。
今
三
十
年
後
、
闔
國

悉
ク
予
カ
家
風
ヲ
称
ス
ト
ナ
ン
。（『
大
学
諺
解
』）

　

林
羅
山
は
清
原
家
に
学
び
つ
つ
も
、
自
分
な
り
の
四
書
に
対
す
る
接
し
方
を
導
き
出
し
た
。
そ
れ
を
子
孫
へ
伝
え
よ
う
と
し
て
、『
大
學
諺

解
』
は
著
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

次
に
、『
大
学
和
字
抄
』
の
紹
介
を
行
う
。
な
お
、
紹
介
す
る
に
あ
た
り
、
福
井
保
氏
の
業
績
を
参
考
に
す
る（

（1
（

。

　
『
大
學
和
字
抄
』
は
一
冊
の
写
本
で
あ
り
、
漢
字
ひ
ら
が
な
交
じ
り
文
に
よ
っ
て
記
さ
れ
る
。
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
肥
前
島
原
図
書
館
松
平
文

庫
に
伝
わ
る
写
本
の
み
で
あ
り
、
他
の
伝
本
の
存
在
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
表
紙
を
除
き
五
三
丁
、
毎
半
葉
一
一
行
。
表
題
が
「
大
學
和
字
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抄
」
で
あ
る
。
内
題
と
し
て
「
大
學
」
の
二
字
が
掲
げ
ら
れ
、「
子
程
子
曰
」
に
始
ま
る
朱
熹
の
小
引
、「
大
学
之
道
在
明
明
徳
」
に
始
ま
る
経
、

「
康
誥
曰
」
に
始
ま
る
伝
と
続
き
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
林
羅
山
の
解
説
が
附
さ
れ
る
。
本
文
の
作
り
と
全
体
の
構
成
か
ら
、
基
本
的
に
『
大
学

章
句
』
に
依
拠
し
た
注
釈
書
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
第
五
〇
丁
に
は
林
羅
山
と
林
鵞
峯
の
跋
が
附
さ
れ
て
お
り
、
林
羅
山
に
よ
る
跋
は
「
大
學

倭
字
解
跋
」
と
し
て
『
羅
山
文
集
』
巻
第
五
五
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

両
者
の
跋
か
ら
『
大
學
和
字
抄
』
成
立
の
経
緯
を
窺
い
た
い
。

正
保
二
年
二
月
十
五
日
、
奉　

鈞
命
撰
大
學
倭
字
抄
。
至
同
廿
四
日
抄
之
了
、
別
清
書
之
、
三
月
十
五
日
献
之
。
羅
山
子
道
春

正
保
二
年
二
月
十
五
日
、
鈞
命
を
奉
り
、
大
學
倭
字
抄
を
撰
す
。
同
廿
四
日
に
至
り
、
之
を
抄
し
了
り
、
別
に
之
を
清
書
し
、
三
月
十
五
日

之
を
献
る
。
羅
山
子
道
春

此
一
冊
、
以
正
保
二
年
三
月
十
五
日
、
所
献　

幕
下
之
藳
繕
寫
之
、
塞
阿
部
豊
牧
之
請
也
。
即
是
所
遣
豊
牧
之
草
本
也
。　

慶
安
四
年
辛
卯

七
月
下
旬　

向
陽
子

此
一
冊
、
正
保
二
年
三
月
十
五
日
、
幕
下
に
献
ず
る
所
の
藳
を
以
て
之
を
繕
寫
し
、
阿
部
豊
牧
の
請
を
塞
ぐ
。
即
ち
是
れ
豊
牧
に
遣
す
所
の

草
本
な
り
。　

慶
安
四
年
辛
卯
七
月
下
旬　

向
陽
子
（『
大
學
和
字
抄（

（1
（

』）

　

右
の
跋
と
「
羅
山
年
譜
」 

お
よ
び
「
羅
山
行
状
」 

か
ら
、『
大
學
和
字
抄
』
は
三
度
に
わ
た
っ
て
徳
川
将
軍
家
に
献
上
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

寛
永
三
年
に
『
孫
子
諺
解
』
や
『
三
略
諺
解
』
と
と
も
に
献
上
さ
れ
た
も
の
、
正
保
二
年
に
『
老
子
抄
』
と
と
も
に
献
上
さ
れ
た
も
の
、
慶
安
四

年
に
『
貞
観
政
要
諺
解
』
と
と
も
に
献
上
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
肥
前
島
原
図
書
館
松
平
文
庫
所
蔵
の
『
大
學
和
字
抄
』
は
、
三
度
目
に
献
上
さ

れ
た
『
大
學
和
字
抄
』
の
草
稿
を
写
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
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『
大
學
諺
解
』
が
後
継
者
の
養
成
と
い
う
特
異
な
事
情
か
ら
著
さ
れ
た
に
対
し
て
、『
大
學
和
字
抄
』
は
、
林
羅
山
の
著
し
た
注
釈
書
と
し
て

は
、
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
為
政
者
向
け
の
著
述
の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
実
は
そ
う
で
は
な
い
。

　

そ
も
そ
も
、
林
羅
山
が
著
し
た
注
釈
書
の
う
ち
、
漢
字
ひ
ら
が
な
交
じ
り
文
の
く
ず
し
字
で
記
さ
れ
た
物
は
稀
で
あ
る
。
ま
た
、
あ
る
一
つ
の

古
典
に
つ
い
て
、
三
度
も
同
じ
タ
イ
ト
ル
で
注
釈
を
附
し
て
献
上
さ
れ
る
こ
と
は
異
例
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
時
期
と
し
て
も
林
羅
山
が
徳
川
家
光

に
近
侍
す
る
こ
と
に
な
っ
て
ま
も
な
い
頃
（
寛
永
三
年
）、
徳
川
家
綱
が
元
服
す
る
直
前
（
正
保
二
年
）、
同
じ
く
徳
川
家
綱
が
征
夷
大
将
軍
に
任

ぜ
ら
れ
る
直
前
（
慶
安
四
年
）
に
献
上
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
こ
れ
は
、『
大
學
和
字
抄
』
が
林
羅
山
と
徳
川
幕
府
の
双
方
に
と
っ
て
重
要
な
意
義
を

持
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。

　
『
大
學
和
字
抄
』
は
、
徳
川
将
軍
家
の
披
閲
に
供
す
る
た
め
に
漢
字
ひ
ら
が
な
交
じ
り
文
で
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
も
、
自
身
の
後
継
者
の

た
め
に
漢
字
カ
タ
カ
ナ
交
じ
り
文
で
記
さ
れ
た
『
大
學
諺
解
』
と
、
好
対
照
を
な
す
。

　

林
羅
山
の
社
会
的
な
立
場
と
い
う
点
か
ら
観
て
も
、『
大
學
和
字
抄
』
は
『
大
學
諺
解
』
と
対
照
的
で
あ
る
。
寛
永
七
年
の
段
階
で
は
、
林
羅

山
は
吉
田
梵
舜
や
以
心
崇
伝
と
い
っ
た
往
年
の
ラ
イ
バ
ル
が
周
囲
に
お
り
、
自
身
は
後
継
者
問
題
を
抱
え
て
い
た
。
ま
た
、
当
時
の
林
羅
山
は

『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』
や
『
本
朝
神
社
考
』
な
ど
の
規
模
の
大
き
な
編
纂
物
を
ま
だ
著
し
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
正
保
・
慶
安
年
間
と
も
な

る
と
、
第
三
子
林
鵞
峯
は
成
長
し
て
林
羅
山
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
に
至
る
。
三
度
目
の
『
大
學
和
字
抄
』
献
上
の
際
、
阿
部
忠
秋
が
仕
事
を
林
鵞
峯

へ
依
頼
し
た
こ
と
も
偶
然
で
は
あ
る
ま
い
。
林
羅
山
は
、
慶
安
元
年
版
の
『
延
喜
式
』
出
版
に
際
し
て
中
原
家
や
清
原
家
か
ら
協
力
を
要
請
さ

れ（
（1
（

、
元
号
の
制
定
に
も
関
わ
る
こ
と
と
な
る（

（2
（

。

　

こ
の
よ
う
に
『
大
學
和
字
抄
』
は
、
著
作
時
の
林
羅
山
の
社
会
的
地
位
と
い
う
点
で
も
、『
大
學
諺
解
』
と
は
事
情
を
異
に
す
る
の
で
あ
る
。
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３　
伝
と
章
句
の
掲
出
法

　

本
節
か
ら
は
、『
大
學
和
字
抄
』
と
『
大
學
諺
解
』
に
見
え
る
注
釈
態
度
の
比
較
検
討
を
行
い
、
林
羅
山
が
い
か
な
る
材
料
に
拠
っ
て
『
大

学
』
を
解
釈
す
る
の
か
を
窺
う
。
本
節
と
次
節
で
は
、
朱
熹
『
大
学
章
句
』
伝
三
章
第
一
節
に
対
応
す
る
箇
所
に
着
目
し
た
い
。

　
『
大
学
章
句
』
伝
三
章
で
は
、
三
綱
領
の
一
つ
で
あ
る
「
止
至
善
」
が
問
題
と
な
る
。
第
一
節
で
は
、『
詩
経
』
商
頌
「
玄
鳥
」
篇
か
ら
詩
句
が

引
用
さ
れ
、
人
に
は
止
ま
る
べ
き
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
を
説
く（

（2
（

。
こ
の
第
一
節
を
承
け
、
人
は
止
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
説

く
第
二
節（

（2
（

と
、
何
に
如
何
に
し
て
止
ま
る
の
か
を
説
く
第
三
節
が
続
く
。
引
用
さ
れ
る
詩
句
と
『
大
学
』
に
お
け
る
詩
句
の
利
用
法
に
対
す
る
理

解
の
双
方
が
問
わ
れ
る
箇
所
で
あ
る
。

　

ま
ず
は
、
本
文
の
掲
げ
方
を
見
る
。

　
　

詩
云
、
邦
‐
畿
千
‐
里
、
惟　

レ

民　
ノ

所　
ナ
リレ

止　
ル

　
　
　

詩　
ハ

商
頌
玄
鳥　

ノ

之
篇
。
邦
‐
畿　

ハ

、
王
‐
者　

ノ

之
都　

ナ
リ

也
。
止　

ハ

、
居

　
ナ
リ

也
。
言　

ハ

物　
く

各
有　

リ
二

所　
ノ

レ

當　
ニ

レ
キ

止　
ル

之
處
一

也
（『
大
学
諺
解
』）

　
　

詩
云
邦
畿
千
里
惟
民
所
止
（『
大
學
和
字
抄
』）

　
「
‐
」
は
音
号
符
を
表
す
。『
大
學
諺
解
』
は
、『
大
学
』
の
伝
と
と
も
に
、
朱
熹
に
よ
る
章
句
を
も
掲
げ
て
い
る
。
ま
た
、
句
読
点
と
訓
点
も

加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、『
大
學
和
字
抄
』
は
伝
の
本
文
の
み
を
全
く
の
白
文
で
掲
げ
て
い
る
。

　
『
大
學
諺
解
』
の
伝
と
章
句
を
共
に
掲
げ
て
加
点
す
る
姿
勢
と
、『
大
學
和
字
抄
』
の
伝
の
み
を
示
し
て
全
く
加
点
し
な
い
姿
勢
は
、
い
ず
れ
も

林
羅
山
が
著
し
た
注
釈
書
の
な
か
で
も
特
徴
的
で
あ
る
。
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『
大
學
諺
解
』
と
同
様
に
、
自
ら
の
子
孫
へ
向
け
た
著
作
で
あ
る
『
論
語
諺
解
』
で
さ
え
、『
論
語
』
本
文
を
掲
げ
る
の
み
で
あ
る
。『
論
語
諺

解
』
に
お
け
る
『
論
語
』
本
文
は
加
点
さ
れ
て
い
る
が
、
朱
熹
に
よ
る
注
が
示
さ
れ
る
こ
と
は
な
い（

（2
（

。

　

一
方
、『
大
學
和
字
抄
』
と
同
様
に
、
徳
川
将
軍
家
へ
献
上
さ
れ
た
注
釈
書
と
し
て
は
『
三
略
諺
解
』
が
あ
る
。
こ
の
『
三
略
諺
解
』
も
、
参

考
に
し
た
『
七
書
講
義
』
の
注
を
掲
げ
こ
そ
し
な
い
が
、『
三
略
』
本
文
は
加
点
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。

　
『
大
學
諺
解
』
と
『
大
學
和
字
抄
』
は
、
伝
と
章
句
の
掲
げ
方
に
限
っ
て
も
、
異
な
る
態
度
を
示
す
。『
大
學
諺
解
』
が
加
点
さ
れ
て
い
る
の

は
、
読
者
に
『
大
学
』
を
、
朱
熹
に
よ
る
章
句
も
含
め
て
、
丁
寧
に
読
む
こ
と
を
要
求
す
る
か
ら
で
あ
る
。
一
方
で
、『
大
學
和
字
抄
』
の
伝
の

み
を
無
点
で
掲
げ
る
の
は
、
読
者
に
伝
や
章
句
を
直
に
読
む
こ
と
を
要
求
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。『
大
學
和
字
抄
』
に
お
い
て
、
読
者
は
林
羅
山

に
よ
る
解
説
を
読
め
ば
、
無
点
で
記
さ
れ
た
漢
文
の
内
容
を
理
解
で
き
た
こ
と
に
な
る
。

４　
明
代
の
諸
書
を
も
含
め
た
新
注
に
拠
る
解
釈

　

次
に
、
林
羅
山
に
よ
る
注
釈
部
分
の
検
討
に
移
る
。
前
節
同
様
に
、
伝
三
章
第
一
節
を
扱
う
。「
止
」
字
の
解
釈
に
着
目
す
る
。

止
ハ
、
居
也
ト
ハ
、
居
住
ノ
義
也
。
都
ハ
、
皇
居
ニ
テ
、
天
下
ノ
マ
ン
中
ナ
レ
ハ
、
四
方
ノ
人
ア
ツ
マ
リ
向
テ
、
コ
ヽ
ニ
止
ラ
ン
ト
欲
ス
ル

ヿ
ヲ
、
至
善
ノ
地
ニ
止
ラ
ン
ト
ス
ル
ニ
タ
ト
フ
ル
也
。
一
切
ノ
物
、
各
止
ル
ヘ
キ
處
ア
ル
コ
ト
ヲ
云
也
。
章
句
ノ
物
ノ
字
、
廣
ク
兼
タ
リ
。

君
臣
父
子
ヨ
リ
、
人
ノ
言
行
ニ
至
ル
マ
テ
、
イ
ツ
レ
モ
、
皆
止
ル
ヘ
キ
理
リ
ア
リ
。
其
カ
ン
ヨ
ウ
ヲ
イ
ハ
ヽ
、
明
德
新
民
也　

蒙
引
曰
、
維　

レ

民　
ノ

所　
ノ

レ

止
之
止　

ハ

、
止
‐
居　

ノ

之
止　

ナ
リ

也
。
物
各　

く

有　
リ

レ

所
レ

當　
ニ

レ

止
　
マ
ル

之
止　

ハ

、
止

　
ル
ノ

二

至
‐
善　

ニ

一
之
止　

ナ
リ

也
。
借　

テ
二

彼　
ノ

之
詞　

ヲ
一

、
寓　

ス
二

此　
ノ

之
意　

ヲ
一

（『
大
学
諺
解
』）

都
は
王
の
あ
る
所
な
れ
は
諸
人
あ
つ
ま
り
來
り
て
居
住
せ
ん
と
ね
か
ふ
を
至
善
に
と
ゝ
ま
る
に
た
と
ふ
（『
大
學
和
字
抄
』）
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『
大
學
諺
解
』
の
「
都
ハ
、
皇
居
ニ
テ
」
よ
り
「
ニ
タ
ト
フ
ル
也
」
に
至
る
箇
所
は
『
大
學
和
字
抄
』
の
解
説
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
こ
こ
は
朱

熹
の
「
邦
畿
、
王
者
之
都
也
。
止
、
居
也
。
言
物
各
有
所
當
止
之
處
也
」
を
基
調
と
し
た
解
説
で
あ
る
。
朱
熹
は
『
大
学
或
問
』
に
お
い
て
『
大

学
章
句
』
の
説
明
を
補
足（

（2
（

し
、
後
に
『
四
書
大
全
』
及
び
『
四
書
蒙
引
』
が
朱
熹
の
解
釈
を
敷
衍（

（2
（

し
た
。

　

伝
三
章
第
一
節
は
「
止
」
字
の
説
明
を
展
開
す
る
上
で
の
導
入
部
分
で
あ
り
、
こ
の
伝
三
章
第
一
節
に
お
け
る
「
止
」
字
は
、
あ
く
ま
で
も
、

譬
え
話
の
中
で
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。『
四
書
蒙
引
』
は
朱
熹
の
意
を
汲
み
、「
借
彼
之
詞
、
寓
此
之
意
」
と
明
確
に
そ
の
旨
を
述
べ
た（

（2
（

。

　
『
大
學
諺
解
』
は
説
明
の
中
で
用
い
る
の
み
な
ら
ず
、『
四
書
蒙
引
』
を
直
接
に
引
く
。
逆
に
、『
大
學
和
字
抄
』
は
『
四
書
蒙
引
』
を
説
明
の

中
で
用
い
る
の
み
で
あ
り
、
直
接
的
に
は
引
用
を
行
わ
な
い
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
態
度
の
違
い
を
持
つ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
簡
潔
な
解
説
の
中
で
も
、
林
羅
山
が
朱
熹
の
解
釈
と
朱
熹
の
解
釈
に
対
す
る

明
代
の
理
解
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ら
を
用
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。『
大
學
諺
解
』
と
『
大
學
和
字
抄
』
は
新
注
を
用
い
て
『
大
学
』
解
釈
を
展

開
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
新
注
と
は
明
代
の
『
大
学
』
解
釈
を
も
含
む
。
こ
の
点
で
両
者
は
共
通
す
る
。
取
り
扱
う
注
釈
の
範
囲
と
い
う
点
で
、

素
人
向
け
に
著
さ
れ
た
『
大
學
和
字
抄
』
が
専
門
家
向
け
に
著
さ
れ
た
『
大
學
諺
解
』
に
劣
る
と
は
一
概
に
は
言
え
な
い
。

５　
古
注
の
検
討

　

本
節
で
は
、『
大
學
諺
解
』
と
『
大
學
和
字
抄
』
の
『
大
学
』
伝
三
章
第
二
節
に
対
応
す
る
箇
所
を
比
較
検
討
す
る
。『
大
学
』
伝
三
章
の
第
二

節
で
は
、『
詩
経
』
小
雅
「
緜
蠻
」
篇
か
ら
詩
句
が
引
用
さ
れ
る
。「
子
曰
」
以
下
で
は
孔
子
に
よ
る
詩
句
の
解
説
が
引
用
さ
れ
、
三
綱
領
の
一
つ

で
あ
る
「
止
至
善
」
の
理
解
が
促
さ
れ
る
。
こ
の
第
二
節
は
、
人
に
は
止
ま
る
べ
き
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
を
説
く
第
一
節
と
、
何
に
如
何
に
し
て

止
ま
る
の
か
を
説
く
第
三
節
の
中
間
に
位
置
し
、
人
は
止
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
説
く
箇
所
で
あ
る
。
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緡
蠻
ヲ
、
詩
ニ
ハ
、
綿
蠻
ト
ナ
ス
。
凡
禮
記
ニ
引
タ
處
ノ
詩
書
、
其
字
異
同
多
シ
。
緡
蠻
ノ
ミ
ニ
カ
キ
ラ
ス
。
綿
蠻
ハ
、
鳥
ノ
声
也
。
蒙
引

云
、
緡
‐
蠻　

ノ

二
字
、
義
無　

シ
レ

所
レ

取
。
只
－

是　
テ

以　
テ

二

此　
ノ

二
‐
字　

ヲ
一

、
状

カ
タ
ト
ル

二

黄
‐
鳥　

ノ

之
聲　

ニ
一

。
如　

シ
下

鶏　
ノ

鳴　
ヿ

喈
‐
喈
、
鵞　

ニ

曰　
フ

二

鶃
‐
鶃
一

之
類　

ノ
上

○
毛
萇
詩

傳
云
、
綿
‐
蠻　

ハ

、
小
‐
鳥　

ノ

貌
。
正
義
曰
、
緜
‐
蠻
‐
然

　
ト
乄

而
小　

ナ
ル

者　
ハ

、
是　

レ

黄
‐
鳥

　
ナ
リ

也
。
又
云
、
緜
‐
蠻　

ハ

、
文
連　

ナ
ル

二

黄
‐
鳥　

ニ
一

。
黄
‐
鳥　

ハ

、
小
‐

鳥　
ナ
リ。

故　
ニ

知　
ル

二

緜
‐
蠻　

ハ

小　
ナ
ル

貌
一

。
章
句
ニ
ハ
、
綿
蠻
ハ
、
鳥
ノ
声
ナ
リ
ト
云
。
傳
ニ
ハ
、
小
鳥
ノ
貌
ナ
リ
ト
云
、
禮
記
疏
ニ
モ
、
微
小
ノ
貌
ト

ア
リ
、
是
両
説
也
。
綿
蠻
黄
鳥
ト
、
句
ノ
首
ニ
ア
ル
ユ
ヘ
ニ
、
篇
ノ
名
ト
ス
ル
ナ
リ
（『
大
学
諺
解
』）

緡
蠻
は
黄
鳥
の
聲
也
（『
大
學
和
字
抄
』）

　

右
は
、『
大
学
』
伝
三
章
第
二
節
の
「
詩
云
、
緡
蠻
黄
鳥
」
及
び
『
大
学
章
句
』
の
「
緡
、
詩
作
綿
○
詩
、
小
雅
綿
蠻
之
篇
。
緡
蠻
、
鳥
聲
」

に
対
す
る
注
釈
部
分
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

　

章
句
は
文
字
の
異
同
に
関
す
る
問
題
を
ま
ず
取
り
上
げ
る
。『
大
學
諺
解
』
は
こ
れ
に
従
う
が
、『
大
學
和
字
抄
』
は
こ
の
問
題
を
取
り
扱
わ
な

い
。『
大
學
諺
解
』
の
「
緡
蠻
ヲ
」
よ
り
「
緡
蠻
ノ
ミ
ニ
カ
キ
ラ
ス
」
へ
至
る
箇
所
は
、
章
句
の
「
緡
、
詩
作
綿
」
を
承
け
る
。
こ
れ
は
『
詩

経
』
所
収
の
詩
句（

（2
（

と
『
礼
記
』
大
学
篇
所
収
の
詩
句（

（2
（

と
の
間
に
、
文
字
の
異
同
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。『
詩
経
』
で
は
「
綿

蠻
」
に
作
り
、『
礼
記
』
で
は
「
緡
蠻
」
に
作
る
。
朱
熹
も
ま
た
『
詩
集
伝
』
で
は
「
綿
蠻
」
に
作
る（

（3
（

が
、『
大
学
章
句
』
に
お
い
て
は
「
緡
蠻
」

と
作
る（

（3
（

。
林
羅
山
は
こ
れ
を
承
け
、『
大
學
諺
解
』
と
『
大
學
和
字
抄
』
に
お
い
て
「
緡
蠻
」
と
作
る
。

　
『
大
學
諺
解
』
の
「
綿
蠻
ハ
」
以
下
と
『
大
學
和
字
抄
』
の
「
緡
蠻
は
」
以
下
は
語
義
の
問
題
を
取
り
扱
う
。『
大
学
章
句
』
は
「
緡
蠻
」
を

「
鳥
聲
」
と
す
る
。
朱
熹
は
、
鳥
の
鳴
き
声
を
音
で
表
現
す
る
と
「
緡
蠻
」
に
な
る
も
の
と
理
解
し
た
の
で
あ
る
。『
詩
集
伝
』
に
お
い
て
も
、
朱

熹
は
「
綿
蠻
」
の
二
字
に
「
鳥
聲
」
と
い
う
注
を
加
え
る（

（3
（

。
林
羅
山
は
こ
れ
に
従
い
、『
大
學
諺
解
』
で
は
「
綿
蠻
ハ
、
鳥
ノ
声
也
」
と
し
、『
大

學
和
字
抄
』
で
は
「
緡
蠻
は
黄
鳥
の
聲
也
」
と
す
る
。
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『
大
學
諺
解
』
は
さ
ら
に
『
四
書
蒙
引
』
か
ら
の
引
用
を
行
う
。『
四
書
蒙
引
』
の
当
該
箇
所
は
「
緡
蠻
」
の
二
字
を
「
状
黄
鳥
之
聲
」
と
説
明

す
る
。『
四
書
蒙
引
』
は
章
句
を
踏
ま
え
、
意
味
で
は
な
く
音
が
問
題
で
あ
る
と
、
補
足
す
る
。
林
羅
山
は
こ
れ
を
、
朱
熹
の
解
釈
を
理
解
す
る

上
で
助
け
に
な
る
と
判
断
し
た
た
め
に
、
引
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
『
大
學
諺
解
』
は
『
四
書
蒙
引
』
か
ら
の
引
用
の
後
に
圏
を
置
く
。
林
羅
山
は
圏
内
に
、
伝
の
「
詩
云
、
緡
蠻
黄
鳥
」
及
び
章
句
の
「
緡
、
詩

作
綿
○
詩
、
小
雅
綿
蠻
之
篇
。
緡
蠻
、
鳥
聲
」
へ
の
、
基
本
的
な
理
解
を
示
し
た
。

　

林
羅
山
の
解
釈
が
朱
熹
の
理
解
を
基
調
と
し
つ
つ
も
、
明
代
の
書
物
を
も
利
用
す
る
点
は
前
節
で
指
摘
し
た
。
問
題
は
、『
大
學
諺
解
』
が
古

注
を
も
視
野
に
入
れ
て
比
較
検
討
の
対
象
と
す
る
点
で
あ
る
。

　

自
ら
の
基
本
的
な
理
解
を
提
示
し
た
後
、
林
羅
山
は
『
大
學
諺
解
』
に
お
い
て
古
注
の
検
討
に
移
る
。
ま
ず
、
林
羅
山
は
毛
伝
か
ら
「
緜
蠻
、

小
鳥
貌
」
と
引
き
、
詩
に
お
け
る
新
注
に
対
す
る
古
注
の
理
解
を
示
す
。
毛
伝
は
「
緜
蠻
」
の
二
字
を
鳥
の
容
貌
を
表
す
言
葉
と
し
て
理
解
す

る
。
さ
ら
に
、
林
羅
山
は
孔
頴
達
の
疏
を
重
ね
て
引
用（

（3
（

し
て
、「
緜
蠻
」
の
意
味
合
い
を
限
定
し
よ
う
と
試
み
る
。
こ
れ
に
よ
り
、『
大
學
諺
解
』

を
読
む
者
は
、
詩
で
扱
わ
れ
る
「
黄
鳥
」
の
姿
が
た
だ
の
小
さ
な
鳥
か
ら
文
采
あ
る
美
し
い
鳥
へ
と
変
わ
る
過
程
を
追
う
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の

上
に
な
お
、
林
羅
山
は
『
礼
記
』
所
収
の
大
学
篇
を
も
俎
上
へ
載
せ
る
。
孔
頴
達
の
疏
に
は
、「
詩
云
、
緡
蠻
黄
鳥
、
止
于
丘
隅
者
、
此
詩
、
小

雅
緡
蠻
之
篇
、
剌
幽
王
之
詩
。
言
緡
蠻
然
微
小
之
黄
鳥
、
止
在
於
岑
蔚
丘
隅
之
處
、
得
其
所
止
、
以
言
微
小
之
臣
、
依
託
大
臣
、
亦
得
其
所
也
」

と
あ
る
。
林
羅
山
は
こ
れ
を
踏
ま
え
、「
禮
記
疏
ニ
モ
、
微
小
ノ
貌
ト
ア
リ
」
と
言
及
す
る
。

　

古
注
を
検
討
し
た
上
で
、
林
羅
山
は
「
是
両
説
也
」
と
言
う
。
林
羅
山
は
、
ま
ず
「
緡
蠻
」
の
二
字
を
鳥
の
鳴
き
声
と
取
る
章
句
を
掲
げ
、
こ

れ
を
『
四
書
蒙
引
』
に
よ
っ
て
補
足
し
た
。
次
に
、
林
羅
山
は
圏
外
に
お
い
て
古
注
を
重
ね
て
引
用
し
、
字
義
を
限
定
し
理
解
を
具
体
的
に
し
て

行
く
過
程
を
示
し
た
。

　

最
終
的
に
新
注
に
拠
る
点
で
は
、『
大
學
諺
解
』
も
『
大
學
和
字
抄
』
も
同
様
で
あ
る
。
た
だ
、『
大
學
諺
解
』
が
古
注
を
検
討
し
て
い
る
に
対

し
、『
大
學
和
字
抄
』
は
こ
れ
を
行
わ
な
い
。
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６　
解
説
の
繁
簡

　
『
大
學
諺
解
』
は
結
論
に
至
る
過
程
を
示
し
、『
大
學
和
字
抄
』
は
結
論
の
み
を
述
べ
る
。
次
に
、
こ
の
差
異
が
よ
り
明
確
に
現
わ
れ
る
ケ
ー
ス

を
検
討
し
た
い
。『
大
學
諺
解
』
と
『
大
學
和
字
抄
』
の
『
大
学
』
伝
十
章
第
十
六
節
に
対
応
す
る
箇
所
を
比
較
検
討
す
る
。

見　
テ

賢　
ヲ

而
不
レ

能
レ

擧ク
ル
ヿ、

擧　
テ

而
不　

ル
ハレ

能　
ハ

レ

先
ン
ス
ル
ヿ、

命
ヲ
コ
タ
ル
ナ
リ
　

也
。
見　

テ
二

不
‐
善　

ヲ
一

而
不
レ

能　
ハ

レ

退ク
ル
ヿ、

退　
テ

而
不　

ル
ハレ

能　
ハ

レ

遠
サ
ク
ル
ヿ、

過　
チ
ナ
リ也

命　
ヲ

鄭
氏　

カ

云
、
當　

ニ
レ

作
レ

慢　
ニ

。
程
子　

ノ

云
、
當　

ニ
レ

作
レ

怠　
ニ

。
未　

タ
レ

詳
二

孰　
カ

－

是　
ヿ
ヲ

一

。
遠
、
去
聲
○
若　

キ
レ

此　
ノ

者モ
ノ
ハ、

知
レ

所　
ヲ

二

愛
‐
悪

　
ス
ル

一

矣
。
而　

モ

未　
タ

レ

能
レ

盡　
ヿ

二

愛

‐
悪　

ノ

之
道　

ヲ
一

。
蓋　

シ

君
‐
子

　
ニ
乄

而
未　

タ
レ

仁
　
ナ
ラ

者　
ナ
リ

也
（『
大
学
諺
解
』）

見
賢
而
不
能
挙
々
而
不
能
先
命
也
見
不
善
而
不
能
退
々
而
不
能
遠
過
也
（『
大
學
和
字
抄
』）

伝
十
章
第
十
六
節
に
は
字
義
の
説
明
に
関
す
る
問
題
が
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、『
大
學
諺
解
』
と
『
大
學
和
字
抄
』
の
対
応
の
違
い
を
窺

い
た
い
。

或
問
云
、
命

　
○
ノ

之
為タ

ル
レ

慢○

、
與ト
二

其　
ノ

為タ
ル

一
レ

怠○

也
、
孰

　
レ
カ

－

得　
タ
ル。

曰　
ク

、
大
－

凡　
ソ

疑
‐
義　

ハ

、
所
二
－

以
決　

ス
ル

一
レ

之　
ヲ

、
不　

ル
レ

過　
キ

二

乎
義
‐
理
、
文
‐
勢
、
事
‐
證　

ノ

三　
ノ

者　
ニ

一

而　
ノ 

已ミ
 

。
今
此　

ノ

二
‐
字
、
欲

ス
ル
ト
キ
ハ

下

以　
テ

二

義
‐
理
文
勢　

ヲ
一

决
　
セ
ン
ト

上
レ

之　
ヲ

、
則ス

　

皆
－

通　
ス

、

欲
　
ス
ル
ト
キ
ハ

下

以　
テ

二

事
證　

ヲ
一

决
　
セ
ン
ト

上
レ

之　
ヲ

、
則ス

　

無　
シ

レ

考
　
フ
ル
ヿ、

蓋　
シ

不
レ

可　
ラ

以　
テ

深　
ク

求　
ム

一

矣
、
云
云

命○

ト
慢○

ト
、
音
相
近
キ
故
ニ
、
ア
ヤ
マ
レ
リ
。
慢
ハ
、
ヲ
コ
タ
ル
ト
ヨ
メ
リ
。
カ
ロ
ン
シ
ユ
ル
カ
セ
ニ
ス
ル
義
ナ
リ
。
程
子
ハ
、
怠
ノ
字
ト

ナ
ス
ヘ
シ
ト
云
リ
。
此
モ
タ
ユ
ミ
ヲ
コ
タ
ル
ナ
リ
。
二
字
ノ
ウ
チ
、
何
レ
ニ
テ
モ
、
一
决
ス
ヘ
キ
ヲ
、
章
句
ニ
未
詳
孰
是
ト
云
ヘ
ル
ハ
、
意
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ナ
キ
ニ
ア
ラ
ス
。
ホ
シ
ヒ
マ
ヽ
ニ
ア
ラ
タ
メ
サ
ル
ハ
、
闕
疑
ノ
法
ナ
リ
。
兩
字
ノ
ウ
チ
、
イ
ツ
レ
ニ
テ
モ
、
ク
ル
シ
カ
ラ
サ
ル
故
ニ
、
兩
説

ヲ
存
セ
リ
。
凡
ソ
朱
子
ノ
章
句
集
註
ノ
ウ
チ
ニ
、
未
詳
孰
是
ト
ア
ル
ト
コ
ロ
、
ヲ
ロ
ソ
カ
ニ
見
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。
皆
イ
ハ
レ
ア
ル
コ
ト
ナ
リ

（『
大
学
諺
解
』）

命
は
慢
の
字
の
あ
や
ま
り
也
お
こ
た
る
と
よ
め
り
（『
大
學
和
字
抄
』）

　

こ
の
箇
所
に
は
「
命
」
字
を
「
慢
」
字
に
取
る
説
と
「
怠
」
字
に
取
る
説
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
「
命
」
字
に
作
る
こ
と
を
誤
り
と
す
る
。
こ
の

誤
り
の
原
因
を
、
前
者
は
字
音
の
問
題
に
帰
し
、
後
者
は
字
面
の
問
題
に
帰
す
。
朱
熹
は
『
大
学
章
句
』
に
お
い
て
両
者
を
挙
げ
つ
つ
も
態
度
を

保
留
し
、『
大
学
或
問
』
で
再
び
言
及（

（3
（

す
る
。

　

朱
熹
は
こ
の
問
題
を
「
義
理
」「
文
勢
」「
事
證
」
の
三
点
か
ら
論
じ
る
が
、
さ
ら
な
る
追
求
を
不
可
能
と
す
る
。『
大
學
諺
解
』
所
引
『
大
学

或
問
』
の
「
今
此
二
字
」
以
下
に
あ
る
通
り
、「
慢
」
字
と
「
怠
」
字
の
い
ず
れ
を
取
ろ
う
と
も
差
し
支
え
は
な
い
が
、
根
拠
を
欠
く
。
だ
か
ら

こ
そ
、
朱
熹
は
強
引
に
結
論
を
導
こ
う
と
は
し
な
い
。『
大
学
或
問
』
に
お
い
て
、
朱
熹
は
『
大
学
章
句
』
で
「
未
詳
孰
是
」
と
し
た
理
由
を
丁

寧
に
説
明
し
た
こ
と
に
な
る
。

　
『
大
學
諺
解
』
に
お
い
て
、
林
羅
山
は
朱
熹
の
態
度
を
「
闕
疑
ノ
法
」
と
評
価
す
る
。
鄭
玄
の
説
と
程
子
の
説
を
紹
介
し
た
上
で
、
林
羅
山
は

「
慢
」
字
と
「
怠
」
字
の
両
者
に
「
ヲ
コ
タ
ル
」
と
い
う
和
訓
を
当
て
る
。
伝
の
本
文
に
つ
い
て
も
、
林
羅
山
は
「
命
」
字
に
「
ヲ
コ
タ
ル
ナ

リ
」
と
い
う
添
え
仮
名
を
付
す
。『
大
学
或
問
』
を
用
い
て
朱
熹
が
『
大
学
章
句
』
に
お
い
て
「
未
詳
孰
是
」
と
し
た
理
由
を
述
べ
、
そ
の
上

で
、
林
羅
山
は
「
皆
イ
ハ
レ
ア
ル
コ
ト
ナ
リ
」
と
す
る
。『
大
學
諺
解
』
に
お
い
て
、
林
羅
山
は
朱
熹
の
慎
重
な
態
度
を
尊
重
し
、
そ
の
意
を
汲

ん
で
み
せ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、『
大
學
和
字
抄
』
は
「
命
は
慢
の
字
の
あ
や
ま
り
也
」
と
す
る
。『
大
學
和
字
抄
』
は
全
く
鄭
玄
の
説
に
拠
り
、
必
ず
し
も
細
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か
く
専
門
的
な
議
論
に
わ
た
ら
な
い
解
説
を
行
う
。『
大
學
諺
解
』
と
『
大
學
和
字
抄
』
は
、
基
本
的
に
は
、
共
に
新
注
に
拠
る
も
の
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、『
大
學
諺
解
』
は
古
注
を
検
討
の
俎
上
に
載
せ
た
。
ま
た
、『
大
學
和
字
抄
』
は
、
朱
熹
が
鄭
玄
の
説
と
程
子
の
説
の
い
ず
れ
を
取

る
か
明
言
し
な
か
っ
た
箇
所
に
お
い
て
、
鄭
玄
の
説
を
取
っ
た
。
林
羅
山
は
古
注
を
全
く
捨
て
去
り
は
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
を
用
い
る
こ

と
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
こ
こ
で
最
も
重
要
な
の
は
、
諺
解
の
詳
繁
・
和
字
抄
の
簡
、
と
い
う
解
説
の
差
異
で
あ
る
。
学
問
上
の
態
度
に
ま

で
詳
細
に
言
及
す
る
諺
解
と
結
論
の
み
を
簡
便
に
提
示
す
る
和
字
抄
の
違
い
は
、
こ
の
例
か
ら
十
分
に
見
て
と
れ
る
で
あ
ろ
う
。

７　
人
倫
を
説
く

　

前
項
の
例
か
ら
分
か
る
通
り
、
林
羅
山
も
古
注
を
用
い
た
。
た
だ
『
大
學
諺
解
』
と
『
大
學
和
字
抄
』
で
は
、
古
注
へ
の
態
度
に
関
し
て
、
差

異
が
存
在
す
る
。
本
説
で
は
、
こ
の
差
異
が
さ
ら
に
明
確
な
形
で
観
察
し
得
る
ケ
ー
ス
を
求
め
、
比
較
検
討
を
続
け
た
い
。

詩
云　

ニ

、
桃　

ノ

之
夭ヨ

ウ

‐
夭　

タ
ル、

其　
ノ

葉
蓁
‐
蓁　

タ
リ。

之コ
ノ

于ロ

于コ
ヽ
ニ

－

歸ト
ツ
ク、

宜　
シ

二

其　
ノ

家
‐
人　

ニ
一

。
宜

　
フ
乄

二

其　
ノ

家
‐
人　

ニ
一

而　
乄

－

后　
ニ

可　
シ

三

以　
テ

教　
フ

二

國
－

人タ
ミ
ヲ

一

夭
、
平
聲
。
蓁
音
臻
○
詩　

ハ

周
南
桃
‐
夭
之
篇
。
夭
‐
夭　

ハ

、
少

ワ
カ
ク

－

好
貌
。
蓁
‐
々　

ハ

、
美
‐
盛　

ノ

貌
。
興

　
ナ
リ

也
。
之　

ノ

子　
ハ

、
猶
レ

言　
カ

二

是
子　

ト
一

。
此　

ハ

指　
テ

レ
二

女
‐
子
之
嫁　

ク
－

者　
ヲ

一

而
言　

フ

也
。
婦
人
謂　

テ
レ

嫁　
ヲ

曰
レ

歸　
ト

。
宜　

ハ

猶
レ

善　
ノ

也
（『
大
学
諺
解
』）

詩
云
桃
之
夭
々
其
葉
蓁
々
之
子
于
歸
宜
其
家
人
宜
冝
其
家
人
而
后
可
以
教
国
人
（『
大
學
和
字
抄
』）

　

右
は
、『
大
學
諺
解
』
及
び
『
大
學
和
字
抄
』
の
『
大
学
章
句
』
伝
九
章
第
六
節
に
対
応
す
る
箇
所
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。『
大
学
章
句
』
伝
九

章
は
斉
家
治
国
を
説
く
箇
所
で
あ
り
、
第
六
節
で
は
『
詩
経
』
国
風
周
南
の
「
桃
夭
」
篇
を
引
く
。
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夭
夭
ハ
、
ワ
カ
ヤ
カ
ニ
ウ
ツ
ク
シ
キ
貌
ナ
リ
、
桃
樹
ヲ
サ
ス
ナ
リ
。
花
ヲ
サ
シ
テ
イ
フ
ハ
非
ナ
リ
。
此
詩
ノ
上
ノ
章
ニ
、
桃　

ノ

之
夭
‐
夭　

タ
ル、

灼

‐
灼

　
タ
ル

其　
ノ

華
ト
ア
レ
ハ
、
夭
夭
ハ
、
桃
身
ヲ
指
テ
云
、
花
ヲ
イ
フ
ニ
非
ス
○
婦
人
謂　

ヲ

嫁　
ヲ

曰
帰　

ト

ハ
、
春
秋
傳
ノ
語
ナ
リ
。
詩
傳
ニ
モ
、
コ
レ
ヲ

引
ナ
リ
。
婦
人
ハ
夫
ノ
家
ヲ
家
ト
ス
ル
ユ
ヘ
ニ
、
夫
ニ
ユ
ク
ヲ
帰
ト
イ
フ
ナ
リ
。
コ
ノ
詩
、
六
義
ニ
オ
イ
テ
、
興
ノ
詩
ナ
リ

此
段
、
詩
ヲ
引
テ
云
、
桃
ノ
夭
夭
ト
ワ
カ
ヤ
カ
ナ
ル
、
ソ
ノ
葉
ノ
蓁
蓁
ト
サ
カ
ン
ナ
ル
ヲ
ミ
レ
ハ
、
男
女
嫁
娶
ノ
時
節
ナ
リ
ト
興
シ
テ
、
コ

ノ
女
子
コ
ヽ
ニ
ト
ツ
ク
、
必
ソ
ノ
家
人
ニ
ヨ
ロ
シ
カ
ル
ヘ
シ
、
ソ
ノ
家
人
ニ
、
ヨ
ロ
シ
フ
シ
テ
、
以
テ
国
人
ヲ
教
フ
ヘ
シ
。
コ
ヽ
ニ
宜
其
家

人
ト
カ
サ
子
テ
云
、
上
ノ
宜
其
家
人
ハ
、
女
子
ヲ
指
シ
テ
云
、
下
ノ
宜
其
家
人
ハ
、
國
ヲ
治
ル
人
ヲ
指
シ
テ
云
ナ
リ
。
家
ト
ヽ
ノ
ホ
リ
テ
後

ニ
、
國
治
ル
義
ナ
リ
（『
大
学
諺
解
』）

夭
々
は
わ
か
く
か
ほ
よ
き
か
た
ち
也
蓁
々
は
う
る
は
し
く
さ
か
ん
な
る
か
た
ち
な
り
桃
の
う
つ
く
し
き
を
見
て
興
し
て
爰
に
女
子
の
嫁
す
る

あ
り
夫
の
家
に
行
て
妻
と
な
り
て
其
家
に
冝
し
か
る
へ
し
と
云
詩
の
意
也
夫
婦
の
道
冝
き
時
は
其
家
治
る
（『
大
學
和
字
抄
』）

　
『
大
學
諺
解
』
は
先
に
語
義
の
解
説
を
行
う
。
桃
夭
篇
の
夭
夭
と
は
桃
の
樹
全
体
を
指
し
て
言
い
、
桃
の
花
を
指
す
訳
で
は
な
い
。
林
羅
山
は

こ
の
旨
を
「
夭
夭
ハ
、
桃
身
ヲ
指
テ
云
」
と
簡
潔
に
述
べ
る
。
こ
れ
は
『
四
書
蒙
引
』
に
拠
る（

（3
（

。

　

続
い
て
、『
大
學
諺
解
』
に
は
圏
が
置
か
れ
、「
歸
」
字
の
訓
詁
が
問
題
と
な
る
。
林
羅
山
が
「
婦
人
謂
嫁
曰
帰
ハ
、
春
秋
傳
ノ
語
ナ
リ
。
詩
傳

ニ
モ
、
コ
レ
ヲ
引
ナ
リ
」
と
指
摘
す
る
通
り
、「
婦
人
謂
嫁
曰
帰
」
は
『
詩
集
伝
』
の
桃
夭
篇
に
見
え（

（3
（

、
古
く
は
『
春
秋
公
羊
伝
』
や
『
春
秋
穀

梁
伝
』
の
隠
公
二
年
に
記
述
が
見
え
る（

（3
（

。

　

こ
の
後
に
、『
大
學
諺
解
』
は
段
落
を
変
え
て
第
六
節
を
訳
し
て
み
せ
る
。
併
せ
て
「
宜
其
家
」
と
い
う
表
現
が
二
回
続
く
点
に
触
れ
る
。
こ

れ
に
よ
れ
ば
、
最
初
の
「
宜
其
家
」
は
主
語
が
「
女
子
」
で
あ
り
、
二
度
目
の
主
語
は
「
國
ヲ
治
ル
人
」
で
あ
る
。

　

こ
の
第
六
節
で
は
、『
大
學
諺
解
』
は
古
注
と
新
注
を
比
較
し
な
い
が
、
細
か
な
問
題
に
つ
い
て
の
注
意
点
を
述
べ
る
。
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一
方
、『
大
學
和
字
抄
』
は
「
夭
々
は
わ
か
く
か
ほ
よ
き
か
た
ち
也
」
や
「
爰
に
女
子
の
嫁
す
る
あ
り
」
と
す
る
。
こ
れ
も
「
夭
夭
、
少
好

貌
」
や
「
婦
人
謂
嫁
曰
帰
」
と
い
う
朱
熹
章
句
を
踏
ま
え
る
。

○
人
倫
ノ
内
、
貴
キ
ハ
君
父
也
ト
イ
ヘ
ト
モ
〈
男
女
ア
リ
テ
後
、
父
子
ア
リ
、
君
臣
ア
レ
ハ
、
男
女
ヲ
人
倫
ノ
本
ト
ス
。〉
ソ
ノ
ウ
ヘ
室
家

閨
門
ノ
内
、
心
安
ク
思
テ
、
ユ
タ
ン
ス
ル
時
ハ
、
政
乱
テ
家
ト
ヽ
ノ
ホ
ラ
ス
。
愛
ニ
オ
ホ
レ
テ
、
妾
ヲ
以
テ
妻
ト
シ
、
嫡
子
ヲ
ス
テ
ヽ
、
庶

子
ヲ
立
テ
、
或
ハ
婦
姑
勃
磎
シ
、
或
ハ
夫
妻
仄ソ

ハ
ムレ

目　
ヲ

、
如
何
ソ
家
ヲ
ト
ヽ
ノ
ヘ
ン
ヤ
。
故
ニ
、
易
ハ
、
乾
坤
ニ
始
リ
、
詩
ハ
関
雎
ニ
始
リ
、

礼
ハ
昏
義
ヲ
シ
ル
シ
、
書
ハ
釐
降
ヲ
載
ス
。
皆
コ
ノ
教
ヘ
ヲ
示
セ
リ
。
毛
傳
曰
、
夫
婦
有

ル
ト
キ
ハレ

別
、
則
父
‐
子
親　

ム

。
父
‐
子
親

　
ム
ト
キ
ハ

則
君
‐
臣

敬
。
君
臣
敬

ス
ル
ト
キ
ハ

則
朝
廷
正タ

ヽ
シ。

朝
廷
正

シ
ト
キ
ハ

則
王
‐
化
成
ル
ト
ア
リ
、
是
関
雎
ノ
義
ナ
リ
（『
大
学
諺
解
』）

夫
婦
あ
り
て
父
子
あ
り
故
に
男
女
は
人
倫
の
本
也
此
道
正
し
け
れ
は
一
国
の
夫
婦
の
法
の
教
と
な
り
て
乱
る
ゝ
事
な
し
君
主
に
つ
ひ
て
い

は
ゝ
夫
婦
正
し
け
れ
は
父
子
し
た
し
む
父
子
し
た
し
け
れ
は
君
臣
に
礼
あ
り
君
臣
に
礼
あ
れ
は
朝
廷
正
し
朝
廷
正
し
け
れ
は
国
も
天
下
も
治

る
な
り
（『
大
學
和
字
抄
』）

　

山
括
弧
内
に
示
し
た
の
は
行
間
の
書
き
込
み
で
あ
る
。『
大
學
諺
解
』
は
圏
を
置
き
、
そ
の
後
に
『
易
経
』
序
卦
伝
の
下
篇（

（3
（

を
踏
ま
え
、
あ
る

べ
き
社
会
秩
序
を
説
く
。
こ
の
社
会
秩
序
に
お
い
て
、
林
羅
山
は
君
臣
関
係
と
父
子
関
係
を
最
も
重
要
な
も
の
と
し
て
位
置
付
け
る
一
方
、
男
女

（
夫
婦
）
関
係
を
君
臣
関
係
と
父
子
関
係
を
乱
す
原
因
と
み
な
す
。『
易
経
』
か
ら
の
引
用
の
後
、『
荘
子
』
な
ど
か
ら
引
用（

（3
（

を
行
い
つ
つ
、
警
戒

す
べ
き
事
例
を
挙
げ
る
。
さ
ら
に
、
林
羅
山
は
経
書
を
根
拠
に
し
て
、
自
ら
の
主
張
を
正
当
化
す
る
。「
易
」
が
乾
卦
と
坤
卦
を
首
と
し
、「
詩
」

が
関
雎
の
詩
よ
り
始
ま
り
、「
礼
」
は
昏
儀
を
記
し（

（4
（

、「
書
」
は
堯
典
の
末
に
娥
皇
と
女
英
が
舜
へ
嫁
し
た
逸
話
を
載
せ
る
。
林
羅
山
は
夫
婦
関
係

を
人
倫
の
基
本
と
し
た
経
書
を
列
挙
し
、
最
後
に
「
関
雎
」
篇
第
一
章
第
一
句
に
附
さ
れ
た
毛
伝
で
締
め
く
く
る（

（4
（

。
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『
大
學
諺
解
』
の
当
該
箇
所
に
お
い
て
、
林
羅
山
は
古
注
を
用
い
て
人
倫
の
問
題
に
言
及
す
る
。
こ
の
よ
う
な
議
論
は
『
大
学
章
句
』
や
『
大

学
或
問
』
あ
る
い
は
、『
大
學
諺
解
』
で
用
い
ら
れ
る
明
代
の
諸
書
で
は
行
わ
れ
な
い
。
一
条
兼
良
や
清
原
宣
賢
の
『
大
学
』
注
釈
書
で
も
同
様

で
あ
る
。
た
だ
藤
原
惺
窩
の
み
が
、『
大
学
』
の
当
該
箇
所
に
お
い
て
、『
大
學
諺
解
』
と
よ
く
似
た
論
調
で
人
倫
に
つ
い
て
論
じ
る（

（4
（

。

　

す
で
に
検
討
し
た
伝
三
章
に
お
い
て
は
、
林
羅
山
は
新
注
に
拠
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
上
で
古
注
を
も
参
照
す
る
と
い
う
方
針
を
採
っ
た
。
し

か
し
、
こ
こ
で
は
古
注
に
重
点
を
置
い
て
議
論
が
展
開
す
る
。

　
『
大
學
諺
解
』
は
圏
を
置
い
た
上
で
こ
の
問
題
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
大
学
八
条
目
に
お
け
る
「
斉
家
」
理
解
の
基
本
と
し
て
、
こ
の
議
論

も
「
大
学
」
を
読
む
上
で
心
得
て
お
く
べ
き
予
備
知
識
と
し
て
言
及
さ
れ
た
も
の
と
理
解
出
来
る
。
し
か
し
、『
大
學
和
字
抄
』
の
場
合
は
そ
う

と
は
言
え
ま
い
。

　
『
大
學
和
字
抄
』
の
「
夫
婦
あ
り
て
父
子
あ
り
」
よ
り
「
乱
る
ゝ
事
な
し
」
に
至
る
箇
所
は
序
卦
伝
に
拠
る
。
ま
た
、「
夫
婦
正
し
け
れ
は
」
よ

り
「
天
下
も
治
る
な
り
」
に
至
る
箇
所
は
、
字
句
を
改
変
し
て
い
る
部
分
も
あ
る
が
、
毛
伝
を
踏
襲
し
て
い
る
。『
大
學
和
字
抄
』
に
は
、『
大
學

諺
解
』
の
人
倫
に
関
す
る
議
論
が
省
略
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
議
論
が
「
夫
婦
の
道
冝
き
時
は
其
家
治
る
」
と
い
う
伝
九
章
第
六
節
の
内
容
を
総
括
し
た
句
か
ら
途
切
れ
ず
に
続
く
の
で
あ
る
。
こ
の
点

に
「
君
主
に
つ
ひ
て
い
は
ゝ
」
と
い
う
文
言
と
徳
川
将
軍
家
へ
献
上
す
る
た
め
に
著
さ
れ
た
『
大
學
和
字
抄
』
の
性
格
を
加
味
す
る
と
、
こ
の
部

分
も
本
文
の
一
部
と
見
な
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、『
大
學
諺
解
』
の
場
合
の
よ
う
な
専
門
家
が
踏
ま
え
て
お
く
べ
き
予
備
知
識
と
し
て
で

は
な
く
、『
大
學
和
字
抄
』
は
『
大
学
章
句
』
の
解
説
の
一
部
分
と
し
て
古
注
を
用
い
る
の
で
あ
る
。

　

比
較
検
討
の
結
果
、『
大
學
諺
解
』
と
『
大
學
和
字
抄
』
は
共
に
古
注
を
利
用
し
て
お
り
、
特
に
『
大
學
和
字
抄
』
は
章
句
の
解
説
内
容
に
直

結
す
る
形
で
古
注
を
利
用
し
て
人
倫
の
問
題
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
他
に
も
こ
の
よ
う
な
事
例
は
存
在
す
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
最
後
に
、「
大
学
」
経
の
止
至
善
に
関
す
る
箇
所
を
材
料
と
し
て
比
較
検
討
を
行
う
。
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大
學　

ノ

之
道　

ハ

、
在　

リ
レ

明
ニ
ス
ル
ニ

二

明
‐
德　

ヲ
一

、
在　

リ
レ

親
ア
ラ
タ
ニ
ス
ル
ニレ

民　
ヲ

、
在　

リ
レ

止
　
ル
ニ

二

於
至
善　

ニ
一

（『
大
学
諺
解
』）

大
学
之
道
在
明
明
徳
在
親
民
在
止
於
至
善
（『
大
學
和
字
抄
』）

　

右
は
『
大
學
諺
解
』
と
『
大
學
和
字
抄
』
の
「
大
学
」
経
本
文
で
あ
る
。
繰
り
返
し
述
べ
た
通
り
、『
大
學
諺
解
』
は
本
文
が
加
点
さ
れ
て
お

り
、
ま
た
、
朱
熹
章
句
が
附
さ
れ
る
。

止　
ト
ハ

者
、
必
至　

テ
二

於
是　

ニ
一

而　
乄

不
レ

遷
之
意
。
至
‐
善　

ハ

、
則
事
理
當
レ

然　
ル

之
極
也
。
言　

ハ

明　
ニ
シ

二

明
德　

ヲ
一

、
新　

ス
ルレ

民　
ヲ

、
皆
當　

ニ
下

止　
テ

二

於
至
‐
善
之
地　

ニ
一

而
不　

ル
上
レ

遷　
ラ

。
蓋　

シ

必
－

其　
レ

有　
テ

三

以
盡　

ヿ
二

夫カ
ノ

天
‐
理　

ノ

之
極　

ヲ
一

、
而
無　

シ
二

一
‐
毫
人
‐
欲　

ノ

之
私　

シ
一

也
。
此　

ノ

三　
ノ

者　
ハ

、
大
‐
學　

ノ

之
綱
‐
領

　
ナ
リ

也
（『
大
学
諺
解
』）

　

右
は
『
大
學
諺
解
』
に
附
さ
れ
た
朱
熹
章
句
で
あ
る
。
当
該
箇
所
の
章
句
は
長
く
、
そ
れ
に
対
応
し
て
『
大
學
諺
解
』
と
『
大
學
和
字
抄
』
の

解
説
も
長
大
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
論
旨
に
関
わ
る
箇
所
の
み
を
引
用
す
る
に
留
め
る
。

止
ト
ハ
、
コ
ヽ
ニ
至
テ
、
ウ
ツ
ラ
サ
ル
ノ
意
ナ
リ
。
至
善
ハ
、
事
物
ノ
コ
ト
ハ
リ
ノ
ヲ
ノ
ツ
カ
ラ
シ
カ
ル
ベ
キ
ト
コ
ロ
ノ
至
極
ナ
リ
。
総
ノ

理
ハ
善
ナ
リ
。
毛
从
ハ
カ
リ
モ
悪
ナ
シ
。
故
ニ
理
ヲ
名
ツ
ケ
テ
、
至
善
ト
ス
。
善
ノ
至
ハ
、
即
理
ノ
極
所
也
。
オ
ノ
レ
カ
明
德
ヲ
明
カ
ニ
ス

ル
モ
、
民
ヲ
ア
ラ
タ
ニ
ス
ル
モ
、
皆
至
善
ノ
極
所
ニ
止
テ
、
ウ
ツ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。
德
ヲ
明
カ
ニ
ス
ル
モ
、
十
分
ノ
道
理
ヲ
盡
ス
ヲ
、
至
善
ニ

止
ル
ト
云
ナ
リ
。
コ
ヽ
ニ
至
テ
、
オ
ノ
ツ
カ
ラ
過
不
及
ノ
タ
カ
ヒ
ナ
シ
。
カ
ク
ノ
コ
ト
ク
ナ
レ
ハ
、
必
ス
天
理
ノ
至
極
ヲ
盡
乄
、
一
毫
人
欲

ノ
私
ナ
キ
ナ
リ
。
此
至
善
ハ
、
即
チ
中
庸
ノ
中
ナ
リ
。
呉
季
子
曰
、
至
‐
精
至
‐
當
、
盡　

シ
レ

善
盡　

ス
ノレ

美
之
域
、
毫
‐
髪　

モ

不　
ル

レ

可
　
カ
ラ

二

得　
テ

而
加　

フ
一

者　
ノ

、

聖
‐
門
无　

シ
三

以　
テ

形
‐
二

容ス
ル
ヿ

之　
ヲ

一

。
姑

シ
ハ
ラ
ク

強シ
イ
テ

名　
テ

曰　
フ

二

至
‐
善　

ト
一

（『
大
学
諺
解
』）
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明
徳
を
明
に
す
る
も
民
を
新
に
す
る
も
お
の
つ
か
ら
さ
た
ま
れ
る
道
理
あ
る
を
至
善
と
云
也
お
よ
そ
理
と
云
も
の
は
至
極
の
善
に
て
け
の
は

し
は
か
り
も
あ
し
き
事
な
し
ゝ
か
る
か
ゆ
へ
に
理
の
異
名
を
至
善
と
云
也
義
理
の
微
妙
に
は
な
は
た
ふ
か
き
き
は
め
は
名
つ
け
て
い
ひ
か
た

き
事
な
る
ほ
と
に
し
は
ら
く
至
善
と
云
名
を
立
て
人
に
し
め
す
な
り
君
と
し
て
は
仁
に
と
ゝ
ま
り
臣
と
し
て
は
敬
に
と
ゝ
ま
り
王
と
し
て
は

孝
に
と
ゝ
ま
り
父
と
し
て
は
慈
に
と
ゝ
ま
り
朋
友
と
し
て
は
信
に
と
ゝ
ま
り
兄
弟
と
し
て
は
友
情
に
と
ゝ
ま
り
夫
婦
と
し
て
は
和
順
に
と
ゝ

ま
る
か
な
と
や
う
の
た
く
ひ
を
至
善
に
と
ゝ
ま
る
と
は
云
也
止
と
云
は
こ
ゝ
に
い
た
り
て
う
つ
ら
さ
る
義
也
（『
大
學
和
字
抄
』）

　

右
は
当
該
箇
所
に
対
す
る
『
大
學
諺
解
』
と
『
大
學
和
字
抄
』
の
解
説
で
あ
る
。『
大
學
諺
解
』
と
『
大
學
和
字
抄
』
が
朱
熹
の
章
句
に
拠
り

つ
つ
も
、『
四
書
大
全
』
を
利
用
し
て
い
る
点
は
共
通
す
る
。
し
か
し
、『
大
學
和
字
抄
』
が
人
倫
の
問
題
に
言
及
す
る
点
は
、『
大
學
諺
解
』
と

異
な
る
。『
大
學
和
字
抄
』
に
お
い
て
、
林
羅
山
は
経
と
伝
の
関
係
を
踏
ま
え
、
伝
の
内
容
と
関
連
付
け
て
解
説
を
行
う
。
林
羅
山
が
こ
こ
で
人

倫
の
問
題
に
言
及
す
る
の
は
、「
止
至
善
」
を
扱
う
伝
三
章
と
経
を
関
連
付
け
る
た
め
で
あ
る
。
右
で
引
用
し
た
『
大
學
和
字
抄
』
の
解
説
と
関

係
が
あ
る
の
は
、
伝
三
章
第
三
節
で
あ
る
。

　

ま
た
『
大
学
』
伝
三
章
第
三
節
で
は
、『
詩
経
』
大
雅
「
文
王
」
篇
か
ら
詩
句
が
引
用
さ
れ
る
。「
為
人
君
止
於
仁
」
以
下
で
は
、
引
用
し
た
詩

句
の
解
説
と
い
う
体
で
、
三
綱
領
の
一
つ
で
あ
る
「
止
至
善
」
の
「
止
」
字
の
内
容
が
説
か
れ
る
。
こ
の
第
三
節
は
、
人
に
は
止
ま
る
べ
き
と
こ

ろ
が
あ
る
こ
と
を
説
く
第
一
節
、
人
は
止
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
説
く
第
二
節
を
承
け
、
何
に
如
何
に
し
て
止
ま
る
の

か
を
説
く
箇
所
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
便
宜
上
『
大
學
和
字
抄
』
を
先
に
引
用
す
る
。

文
王
の
政
は
民
飢
寒
の
憂
な
し
是
君
と
し
て
仁
に
止
な
り
殷
の
紂
に
つ
か
へ
て
礼
を
う
し
な
は
す
是
臣
と
し
て
敬
に
止
る
也
文
王
の
父
を
王

季
と
云
そ
れ
に
つ
か
へ
て
能
や
し
な
ふ
こ
れ
子
と
し
て
孝
に
止
る
也
武
王
周
公
は
文
王
の
子
也
是
を
よ
く
な
し
へ
て
父
子
兄
弟
皆
聖
人
也
是

父
と
し
て
慈
に
止
る
也
文
王
国
を
お
さ
め
位
に
あ
り
し
時
太
公
望
伯
夷
叔
斎
等
來
り
し
た
か
ひ
虞
芮
の
訴
も
や
む
是
国
人
と
交
る
時
信
に
止
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る
也
人
倫
に
お
ゐ
て
は
君
臣
父
子
国
人
こ
れ
そ
の
大
な
る
も
の
な
り
事
に
お
ひ
て
仁
敬
孝
慈
信
是
そ
の
大
な
る
も
の
也
其
至
徳
に
い
た
る
を

止
る
と
云
な
り
（『
大
學
和
字
抄
』）

引
此
而
言
、
聖
人
之
止
、
無
非
至
善
ト
ハ
、
文
王
ノ
詩
ヲ
引
テ
云
、
聖
人
ノ
止
ル
ト
コ
ロ
、
コ
ト
く
ク
至
善
ニ
乄
、
ヨ
ク
知
リ
、
ヨ
ク
得
ル

ナ
リ
。
オ
ノ
ツ
カ
ラ
ヨ
ク
止
ル
ユ
ヘ
ニ
、
安
所
止
ト
云
ナ
リ
。
文
王
ハ
聖
人
ナ
リ
、
故
ニ
章
句
ニ
、
聖
人
之
止
ト
云
テ
、
文
王
之
止
ト
イ
ハ

ス
○
五
者
、
乃
其
目
之
大
者
也
ト
ハ
、
止
仁
止
、
敬
止
、
孝
止
、
慈
、
止
信
、
合
テ
五
ツ
ナ
リ
。
人
倫
ニ
オ
イ
テ
ハ
、
君
、
臣
、
父
、
子
、

國
人
、
コ
レ
ソ
ノ
大
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
事
ニ
オ
イ
テ
ハ
、
仁
、
敬
、
孝
、
慈
、
信
、
コ
レ
ソ
ノ
大
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
目
ハ
、
條
件
ナ
リ
、
事

物
ノ
條
目
ヲ
云
ナ
リ
。
皆
是
其
止
ル
所
ノ
大
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ

究
其
精
微
之
蘊
ト
ハ
、
眞
西
山
曰
、
理　

ノ

之
淺
‐
近

　
ナ
ル

處　
ロ
ハ、

易　
シ

レ

見
、
而　

乄

精
‐
微　

ノ

處　
ハ

難　
シ

レ

知
、
若　

シ

只
得　

ハ
二

其　
ノ

皮
‐
膚　

ヲ
一

、
便　

チ

以　
テ

レ

未ル
ヲ

　

レ

タ

善　
ナ
ラ、

為　
シ

二

已
　
テ
ニ

善　
ナ
リ
ト

一

、
須　

シ　 ラ
ク

三

窮　
メ

－

究　
テ

至　
ル

二 

精
‐
微　

ノ

處　
ニ

一

。
東
陽
許
氏
曰
、
精　

ハ

是　
レ

明
‐
白　

ノ

之
至
‐
理
、
指　

乄
レ

五
‐
事　

ヲ

而
言　

フ

、
微　

ハ

是　
レ

五
事　

ノ

中　
チ
ノ

繊セ
ン

悉シ
ツ

之　
ノ

事　
ト

、
及　

ヒ

毎　
ノ

レ

事

之
間　

タ

、
曲
‐
折
隱
‐
微　

ノ

處　
ナ
リ。

イ
フ
意
ハ
、
仁
ヲ
シ
、
敬
ヲ
ヲ
ス
ト
モ
、
一
二
分
ノ
者
ア
リ
、
三
四
分
、
五
六
分
ノ
モ
ノ
ア
リ
、
コ
レ
ヲ
ハ
、

タ
ヽ
仁
ト
云
ヘ
シ
、
敬
ト
云
ヘ
シ
。
仁
ニ
止
リ
、
敬
ニ
止
ル
ト
云
ヘ
カ
ラ
ス
。
十
分
ノ
仁
ヲ
シ
、
十
分
ノ
敬
ヲ
ス
ル
ヲ
、
仁
ニ
止
リ
、
敬
ニ

止
ル
ト
云
ヘ
シ
、
コ
レ
至
善
ノ
仁
敬
ナ
リ
。
若
シ
カ
ス
ン
ハ
、
善
ト
ハ
云
ヘ
シ
、
至
善
ト
ハ
イ
ヒ
カ
タ
シ
。
孝
、
慈
、
信
、
モ
、
又
シ
カ

リ
。
又
仁
ハ
、
人
ヲ
愛
ス
ト
ハ
カ
リ
シ
リ
、
敬
ハ
人
ヲ
ウ
ヤ
マ
フ
ト
ハ
カ
リ
シ
ル
ハ
、
精
微
ニ
ア
ラ
ス
。
人
ヲ
愛
ス
ル
ウ
チ
ニ
モ
、
人
ヲ
敬

ス
ル
ウ
チ
ニ
モ
、
淺
深
ア
リ
、
厚
薄
ア
リ
、
精
粗
ア
リ
。
人
人
タ
レ
モ
シ
ヤ
ス
キ
ハ
、
浅
シ
、
ア
ラ
シ
、
其
深
ク
ク
ワ
シ
ク
微
妙
ノ
蘊
奥

ハ
、
人
人
ノ
シ
リ
カ
タ
キ
ト
コ
ロ
ナ
リ
。
學
者
コ
ヽ
ニ
オ
イ
テ
、
其
深
キ
蘊
奥
ヲ
窮
メ
ヨ
ト
云
ナ
リ
、
又
類
ヲ
推
テ
、
其
餘
ヲ
盡
ス
ト
ハ
、

コ
ヽ
ニ
、
君
仁
、
臣
敬
、
子
孝
、
父
慈
、
國
人
信
ト
ア
リ
。
此
例
ヲ
以
テ
イ
ハ
ヽ
、
其
餘
ニ
、
夫
婦
兄
弟
ア
リ
。
夫　

ハ

止　
リ

二

於
義　

ニ
一

、
婦　

ハ

止　
リ

二

於

順　
ニ

一

、
兄　

ハ

止　
リ

二

於
友　

ニ
一

、
弟　

ハ

止　
ル

二

於
恭　

ニ
一

ト
イ
フ
ヘ
キ
類
ヒ
ナ
リ
。
又
天
下
ノ
萬
物
萬
事
ヲ
、
推
テ
見
レ
ハ
、
各
至
善
ノ
在
ト
コ
ロ
ア
リ
、
コ
レ

ヲ
シ
リ
テ
、
止
ル
ト
キ
ハ
、
何
ノ
ウ
タ
カ
ヒ
カ
ア
ラ
ン
ヤ
○
新
安
陳
氏
曰
、
學
‐
者
於　

ト
云レ

此　
ニ

以
‐
下　

ハ

、
乃ス

朱
子
推　

シ
二

‐
廣　

ム

傳
‐
文
言
‐
外　

ノ

之
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意　
ヲ

（『
大
學
諺
解
』）

　

伝
の
「
為
人
君
止
於
仁
、
為
人
臣
止
於
敬
、
為
人
子
止
於
孝
、
為
人
父
止
於
慈
、
与
國
人
交
止
於
信
」
と
章
句
の
「
引
此
而
言
、
聖
人
之
止
、

無
非
至
善
。
五
者
、
乃
其
目
之
大
者
也
。
學
者
於
此
、
究
其
精
微
之
蘊
、
而
又
推
類
以
盡
其
餘
、
則
於
天
下
之
事
、
皆
有
以
知
其
所
止
、
而
無
疑

矣
」
に
対
応
す
る
箇
所
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

　

伝
は
、
詩
に
見
え
る
「
止
」
字
を
承
け
、
止
ま
る
べ
き
と
こ
ろ
を
人
倫
と
い
う
点
か
ら
分
類
し
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
に
関
係
す
る
徳
目
を
列
挙

し
て
い
る
。
章
句
に
よ
れ
ば
、
伝
が
挙
げ
た
五
つ
の
徳
目
こ
そ
が
至
善
の
条
目
な
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
伝
は
あ
く
ま
で
「
凡
例
」
を
挙
げ
た
に

過
ぎ
ず
、「
類
を
推
し
て
以
て
之
に
通
」
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
章
句
の
「
究
其
精
微
之
蘊
」
以
下
は
、
こ
の
点
を
問
題
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
伝
が
挙
げ
る
人
倫
に
つ
い
て
も
、
君
臣
父
子
朋
友
を
挙
げ
る
の
み
で
あ
り
、
夫
婦
兄
弟
に
関
す
る
記
述
を
欠
く
。
つ
ま
り
、
五
倫
の

う
ち
二
つ
ま
で
を
欠
く
た
め
、
朱
熹
は
『
大
学
或
問
』
で
補
足（

（4
（

し
た
。

　

林
羅
山
は
こ
れ
を
踏
ま
え
、
伝
に
欠
け
て
い
た
夫
婦
兄
弟
の
記
述
を
補
っ
た
。『
大
學
和
字
抄
』
に
お
い
て
、
林
羅
山
は
『
尚
書
』
の
孔
安
国

伝
に
見
え
る
「
父
義
、
母
慈
、
兄
友
、
弟
恭
、
子
孝
」
と
い
う
記
述
を
利
用
し
、
経
を
解
説
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
古
注
に
よ
る
経
へ
の
補
足
は

『
大
學
和
字
抄
』
に
の
み
存
し
、
詳
細
を
極
め
る
『
大
學
諺
解
』
に
は
観
察
し
得
な
い
。

８　
お
わ
り
に

　

最
後
に
、『
大
學
諺
解
』
と
『
大
學
和
字
抄
』
の
両
者
の
関
係
を
整
理
し
、
比
較
検
討
の
結
果
に
考
察
を
加
え
た
い
。

　

ま
ず
、
両
者
の
前
提
と
な
っ
た
林
羅
山
の
知
識
に
関
し
て
言
え
ば
、『
大
學
諺
解
』
に
お
い
て
林
羅
山
は
、
彼
が
実
見
し
た
明
代
の
書
籍
を
も

用
い
て
『
大
学
』
を
解
釈
し
た
。
繁
簡
の
差
こ
そ
あ
れ
、
こ
の
点
で
は
『
大
學
和
字
抄
』
も
同
様
で
あ
る
。
本
稿
で
言
及
し
得
た
明
代
の
書
籍
は
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僅
か
に
『
四
書
大
全
』
と
『
四
書
蒙
引
』
の
み
で
あ
っ
た
が
、
林
羅
山
が
用
い
た
膨
大
な
舶
載
書
の
一
端
に
は
触
れ
た
。
林
羅
山
の
学
術
が
溢
れ

ん
ば
か
り
の
知
識
を
背
景
と
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ま
た
、
そ
の
知
識
の
中
に
は
明
代
あ
る
い
は
宋
代
以
前
の
知
識
を
も
含
む
こ
と
も
確
認

し
た
。
特
に
、
こ
の
特
徴
は
『
大
學
諺
解
』
に
顕
著
に
現
れ
る
。

　

次
に
、
注
釈
態
度
、
特
に
古
注
・
新
注
の
関
係
に
つ
い
て
言
え
ば
、
林
羅
山
は
、
古
注
と
新
注
を
混
じ
え
る
清
原
家
の
四
書
解
釈
へ
批
判
を
行

い
つ
つ
も
、
自
ら
は
決
し
て
古
注
を
切
り
捨
て
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
林
羅
山
は
古
注
を
比
較
検
討
の
対
象
と
し
て
、
古
注
へ
の
理
解
を
前
提
と

し
た
上
で
、
あ
え
て
新
注
に
よ
る
解
釈
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
。
林
羅
山
は
清
原
家
の
テ
キ
ス
ト
を
用
い
て
経
書
を
読
み
、
後
に
清
原
家
へ
の
批
判

を
展
開
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
林
羅
山
の
学
習
階
梯
と
い
う
点
か
ら
見
て
も
、
清
原
家
へ
の
対
抗
心
と
い
う
点
か
ら
見
て
も
、
古
注
を
検
討
の
俎

上
に
載
せ
る
こ
と
は
必
然
的
な
結
果
と
い
え
る
。

　

さ
ら
に
、
執
筆
背
景
や
叙
述
の
特
徴
に
つ
い
て
言
え
ば
、『
大
學
諺
解
』
は
特
殊
な
経
緯
の
も
と
で
成
立
し
た
。
若
い
君
主
の
下
で
開
け
つ
つ

あ
る
自
身
の
未
来
へ
の
展
望
と
、
そ
の
後
を
託
す
べ
き
後
継
者
の
夭
折
と
が
、
同
時
に
の
し
か
か
っ
て
来
る
状
況
。
こ
れ
が
『
大
學
諺
解
』
と
い

う
著
述
の
性
格
を
決
定
づ
け
て
い
る
。『
大
學
諺
解
』
は
後
継
者
養
成
の
た
め
に
著
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
林
羅
山
は
幅
広
い
知
識
を

駆
使
し
、
自
身
の
『
大
学
』
解
釈
を
展
開
し
た
。『
大
學
諺
解
』
の
特
徴
は
、
博
と
繁
で
あ
る
。

　

一
方
で
、『
大
學
和
字
抄
』
は
『
大
學
諺
解
』
と
全
く
異
な
る
特
徴
を
示
す
。『
大
學
和
字
抄
』
は
『
四
書
大
全
』
や
『
四
書
蒙
引
』
を
用
い
る

頻
度
が
少
な
く
、
古
注
と
新
注
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
も
な
い
。
ま
た
、
依
拠
す
る
資
料
を
原
文
で
引
用
せ
ず
、
常
に
簡
潔
に
自
己
の
解
釈
を
述

べ
る
。
朱
熹
が
込
み
入
っ
た
議
論
を
展
開
す
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、『
大
學
和
字
抄
』
は
こ
れ
を
避
け
、
必
ず
し
も
従
わ
な
い
。『
大
學
和
字
抄
』

は
専
門
的
な
議
論
に
は
わ
た
ら
な
い
方
法
に
よ
り
、『
大
学
』
解
釈
を
展
開
す
る
。
つ
ま
り
、『
大
學
和
字
抄
』
の
特
徴
は
、
要
と
簡
で
あ
る
。

　

既
に
確
認
し
た
通
り
、『
大
學
和
字
抄
』
は
徳
川
将
軍
家
に
三
度
に
わ
た
っ
て
献
上
さ
れ
た
書
物
で
あ
る
。
こ
の
書
を
献
上
す
る
に
あ
た
り
、

林
羅
山
が
素
人
相
手
の
仕
事
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
い
い
加
減
な
態
度
で
臨
ん
だ
と
は
考
え
難
い
。
ま
た
、
本
稿
で
扱
っ
た
『
大
學
和
字
抄
』
が

『
大
學
諺
解
』
よ
り
も
後
に
書
か
れ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。
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つ
ま
り
、
本
稿
で
指
摘
し
た
『
大
學
諺
解
』
と
『
大
學
和
字
抄
』
の
違
い
を
、
想
定
す
る
読
者
の
違
い
や
林
羅
山
の
学
術
上
の
進
展
に
よ
る
レ

ベ
ル
の
高
低
で
は
な
く
、
林
羅
山
と
い
う
一
人
の
人
間
が
有
す
る
異
な
る
側
面
の
表
れ
と
し
て
理
解
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
一
つ
は
後
継
者
育
成
の

た
め
、
一
つ
は
林
羅
山
の
渡
世
、
す
な
わ
ち
徳
川
将
軍
家
に
仕
え
る
と
い
う
稼
業
の
一
部
と
い
う
、
二
つ
の
側
面
で
あ
る
。

　

著
作
と
し
て
単
純
に
比
較
し
て
し
ま
え
ば
、『
大
學
和
字
抄
』
は
一
見
『
大
學
諺
解
』
に
劣
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
著
述
の
背
景
の
中

に
そ
れ
ら
を
位
置
づ
け
る
時
、
単
純
に
『
大
學
和
字
抄
』
と
『
大
學
諺
解
』
に
優
劣
を
つ
け
る
こ
と
は
出
来
ま
い
。
博
識
を
競
う
な
ら
ば
、
清
原

家
の
学
術
も
ま
た
人
後
に
落
ち
ぬ
こ
と
は
前
稿
で
確
認
し
た
通
り
で
あ
る
。

　

最
後
に
、『
大
学
』
に
注
を
つ
け
る
と
い
う
行
為
そ
の
も
の
の
持
つ
意
味
に
つ
い
て
言
え
ば
、
自
身
の
学
を
次
代
に
伝
え
る
必
要
性
を
強
く
意

識
し
た
時
、
林
羅
山
は
『
大
学
』
の
注
釈
書
を
著
し
た
。
ま
た
、『
大
学
』
の
注
釈
書
は
徳
川
将
軍
家
に
再
三
に
わ
た
り
献
上
さ
れ
た
。
こ
れ

は
、
林
羅
山
の
み
な
ら
ず
幕
府
高
官
か
ら
、『
大
学
』
と
い
う
書
物
が
尊
重
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
。『
大
学
』
と
は
、『
礼
記
』
の
「
大
学
」
篇
で

は
な
く
、
四
書
の
一
つ
と
し
て
の
『
大
学
』
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
注
釈
書
の
中
で
展
開
さ
れ
る
解
説
も
、
朱
熹
の
解
釈
を
基
調
と
し
つ
つ
明
代

の
書
物
を
利
用
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
も
当
然
で
あ
る
。
朱
熹
の
没
後
も
彼
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
た
ち
が
様
々
な
意
見
を
述
べ
た
。
朱
熹
の
四
〇
〇
年

近
く
後
に
生
ま
れ
た
林
羅
山
が
そ
れ
を
活
用
し
な
い
と
考
え
る
の
は
不
自
然
で
あ
る
。
実
際
に
は
、
林
羅
山
は
そ
れ
を
よ
く
用
い
た
の
で
あ
る
。

　

と
す
れ
ば
、
林
羅
山
は
明
確
な
意
識
の
も
と
で
、
新
注
に
拠
っ
た
注
釈
書
を
著
し
た
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
ま
た
、
そ
の
注
釈
書
に
は

為
政
者
へ
の
教
訓
が
含
ま
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
津
田
左
右
吉
が
か
つ
て
述
べ
た
よ
う
に
、
確
か
に
儒
教
に
よ
る
為
政
者
へ
の
「
多
少
の
感
化
」

が
あ
っ
た
、
あ
る
い
は
期
待
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
ま
ぎ
れ
も
な
い
事
実
な
の
で
あ
る
。
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注（
１
）「
慶
長
八
年
征
夷
大
将
軍
と
爲
り
し
家
康
は
、
十
年
羅
山
林
又
三
郎
信
勝
を
二
条
城
に
召
見
し
、
尋
ぎ
て
命
じ
て
祝
髪
せ
し
め
以
て
儒
臣
と
爲
せ
り
。
是
れ
徳
川

氏
が
學
者
を
擢
用
せ
し
始
に
し
て
、
程
朱
學
の
幕
府
に
行
は
れ
し
濫
觴
な
り
」、「
寛
永
十
一
年
朝
鮮
信
使
來
朝
の
時
、
幕
府
羅
山
に
命
じ
て
筆
語
問
答
せ
し
め
、

返
簡
を
も
草
せ
し
め
た
る
、
是
れ
實
に
武
家
外
交
に
儒
臣
を
用
ひ
し
始
め
に
し
て
、
亦
儒
釋
分
立
の
端
た
り
」、「
上
の
好
む
所
下
之
よ
り
甚
し
き
者
あ
り
。
家
康

の
學
を
好
み
て
儒
を
尊
ぶ
や
、
當
時
の
侯
伯
、
靡
然
と
し
て
文
學
に
嚮
ひ
（
中
略
）
其
の
他
惺
羅
の
子
弟
、
各
藩
に
分
布
し
て
、
文
敎
の
興
隆
に
任
ぜ
り
」（
西

村
天
囚
『
日
本
宋
学
史
』、
杉
本
梁
江
堂
、
一
九
〇
九
）

（
２
）「
武
士
の
思
想
の
基
礎
に
な
つ
て
ゐ
る
所
謂
忠
孝
に
於
て
す
ら
、
そ
れ
を
兎
も
角
も
維
持
し
て
い
つ
た
の
は
、
主
従
関
係
と
世
禄
制
と
が
根
本
に
な
つ
て
ゐ
る
社

会
組
織
と
、
そ
れ
か
ら
生
ま
れ
た
社
会
的
風
尚
と
の
力
で
あ
つ
て
、
儒
教
の
如
き
は
纔
か
に
文
字
上
の
知
識
に
よ
つ
て
そ
れ
を
助
け
た
に
過
ぎ
な
か
ら
う
。
儒
者

の
政
治
学
の
中
心
で
あ
る
仁
政
論
に
於
て
も
、
ま
た
同
様
で
あ
る
が
、
た
ゞ
こ
れ
は
、
百
姓
は
（
武
士
の
生
活
を
維
持
す
る
た
め
に
）
入
用
の
も
の
で
あ
る
か
ら

大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
ふ
思
想
が
、
考
の
あ
る
国
主
の
心
得
た
る
の
み
で
あ
つ
て
（
中
略
）
従
つ
て
此
の
点
に
於
て
は
、
儒
教
が
多
少
の
感
化
を
所

謂
学
問
を
し
た
諸
大
名
の
民
政
に
及
ぼ
し
た
こ
と
も
あ
ろ
う
」、「
勿
論
か
う
い
ふ
特
殊
の
知
識
は
国
民
の
実
生
活
と
は
関
係
の
少
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
一
般

社
会
は
そ
ん
な
も
の
に
は
支
配
せ
ら
れ
ず
（
後
略
）」（
津
田
左
右
吉
『
文
学
に
現
は
れ
た
る
我
が
国
民
思
想
の
研
究
』、
洛
陽
堂
、
一
九
一
七
）

（
３
）「
羅
山
に
お
け
る
自
然
法
の
窮
極
的
意
味
が
現
実
の
封
建
的
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
を
ま
さ
に
「
自
然
的
秩
序
」
と
し
て
承
認
す
る
こ
と
に
あ
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
」

（
丸
山
真
男
『
日
本
政
治
思
想
史
研
究
』、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
五
二
）

（
４
）「
儒
学
が
外
来
思
想
で
あ
っ
た
こ
と
の
正
当
な
認
識
に
立
戻
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」、「
要
す
る
に
羅
山
や
惺
窩
が
家
康
の
も
と
で
与
え
ら
れ
た
地
位

は
、
承
兌
や
元
佶
ら
の
そ
れ
と
大
差
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
家
康
が
承
兌
や
元
佶
を
側
近
に
お
い
た
目
的
は
何
で
あ
っ
た
か
と
い
え
ば
、
文
筆
の
能
力

を
必
要
と
す
る
よ
う
な
政
治
上
の
事
務
に
当
ら
せ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
寺
社
行
政
、
外
交
文
書
の
解
読
と
作
成
、
法
案
の
起
草
な
ど
が
そ
の
主
た
る
も
の
で
あ

り
、
か
ね
て
古
書
の
蒐
集
や
出
版
、
学
問
文
芸
の
講
釈
な
ど
に
も
従
事
さ
せ
て
あ
る
が
、
そ
れ
も
政
治
上
の
参
考
な
ら
び
に
為
政
者
の
個
人
的
教
養
に
そ
な
え
る

た
め
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
方
面
に
学
識
あ
る
僧
侶
を
利
用
す
る
こ
と
は
、
周
知
の
ご
と
く
室
町
幕
府
い
ら
い
の
伝
統
で
あ
っ
て
、
秀
吉
の
と
き
に
も
承
兌
や

玄
圃
霊
三
ら
を
用
い
て
い
た
。
家
康
の
学
者
登
用
は
、
つ
ま
り
こ
の
伝
統
を
襲
っ
た
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」（
尾
藤
正
英
『
日
本
封
建
思
想
史
研

究
』、
青
木
書
店
、
一
九
六
一
）

（
５
）「
徳
川
時
代
の
前
期
、
少
な
く
と
も
綱
吉
の
頃
ま
で
、
宋
学
が
、
学
問
と
し
て
に
し
ろ
、
政
治
と
倫
理
に
関
わ
る
教
義
教
説
と
し
て
に
し
ろ
、
ま
た
物
の
考
え
方

と
し
て
に
し
ろ
、
広
く
普
及
し
受
容
さ
れ
て
い
た
な
ど
と
解
す
る
こ
と
は
、
表
見
的
相
対
的
「
盛
行
」
に
か
か
わ
ら
ず
、
で
き
な
い
と
結
論
す
る
こ
と
は
許
さ
れ

よ
う
」（
渡
辺
浩
『
近
世
日
本
社
会
と
宋
学
』、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
五
）

（
６
）
村
上
雅
孝
「
林
羅
山
『
大
学
諺
解
』
を
め
ぐ
る
諸
問
題
─
近
世
の
漢
文
訓
読
史
の
立
場
か
ら
─
」（『
歴
史
と
文
化
』、
岩
手
大
学
人
文
社
会
科
学
部
、
一
九
八
一
・

〇
二
）

（
７
）
大
島
晃
「
林
羅
山
の
『
大
学
諺
解
』
に
つ
い
て

─
そ
の
述
作
の
方
法
と
姿
勢
」（『
漢
文
学
解
釈
与
研
究
』
七
、
漢
文
学
研
究
会
、
二
〇
〇
四
・
一
二
）

（
８
）「
古
典
を
読
む
と
い
う
行
為
の
一
展
開　

─
抄
物
と
諺
解
の
比
較
検
討
を
通
じ
て
─
」（『
日
本
漢
文
学
研
究
』
一
〇
、
二
〇
一
五
・
〇
三
）
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（
９
）
函
館
市
立
中
央
図
書
館
も
『
大
學
章
句
解
』
と
し
て
一
本
を
有
す
る
が
、
完
本
で
は
な
い
。
村
上
・
大
島
の
両
名
は
内
閣
文
庫
所
蔵
本
を
用
い
て
お
り
、
本
稿

も
こ
れ
に
従
う
。

（
10
）
本
稿
で
は
内
閣
文
庫
所
蔵
の
『
大
學
諺
解
』
を
用
い
る
。

（
11
）
八
歳
（
元
和
六
年
）
で
四
書
を
、
十
歳
（
元
和
八
年
）
で
五
経
を
読
ん
だ
と
い
う
林
左
門
は
、
十
七
歳
（
寛
永
六
年
）
の
頃
に
は
林
羅
山
に
代
わ
っ
て
塾
生
に

『
孟
子
』
を
講
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
講
義
を
聞
い
た
羅
山
は
、
こ
の
子
さ
え
い
れ
ば
自
分
は
死
ん
で
も
悔
い
は
な
い
、
と
思
っ
た
と
い
う
。

（
12
）『
礼
記
』・
檀
弓
上

（
13
）「
讀
耕
林
子
年
譜
」（
内
閣
文
庫
所
蔵
林
鵞
峯
旧
蔵
本
）、「
西
風
涙
露
」（
内
閣
文
庫
所
蔵
『
鵞
峯
林
学
士
全
集
』
巻
第
七
七
）、「
自
叙
譜
略
」（
内
閣
文
庫
所
蔵

『
鵞
峯
林
学
士
全
集
』
附
録
）

（
14
）
内
閣
文
庫
所
蔵
『
鵞
峯
林
学
士
全
集
』
所
収
。

（
15
）
林
鵞
峯
「
自
叙
譜
略
」（
内
閣
文
庫
所
蔵
『
鵞
峯
林
学
士
全
集
』
附
録
）

（
16
）『
大
學
和
字
抄
』
は
、
そ
の
書
名
が
「
羅
山
年
譜
」
に
見
え
る
こ
と
も
あ
り
、
様
々
な
書
籍
で
言
及
さ
れ
る
も
の
の
、
詳
し
く
こ
れ
を
扱
う
論
文
は
存
在
し
な

い
。
福
井
氏
の
『
江
戸
幕
府
編
纂
物
』（
雄
松
堂
出
版
、
一
九
八
三
）
は
『
大
學
和
字
抄
』
を
献
上
本
の
一
つ
に
数
え
、
そ
の
成
立
経
緯
に
ま
で
言
及
し
た
唯
一

の
例
で
あ
る
。

（
17
）
本
稿
で
は
肥
前
島
原
図
書
館
松
平
文
庫
所
蔵
の
『
大
學
和
字
抄
』
を
用
い
る
。

（
18
）
権
力
者
に
経
書
を
献
上
す
る
行
為
は
、
古
く
は
何
晏
『
論
語
集
解
』
の
例
が
あ
る
。

（
19
）「
書
新
雕
延
喜
式
後
」（
内
閣
文
庫
所
蔵
林
鵞
峯
旧
蔵
本
『
延
喜
式
』）

（
20
）「
羅
山
年
譜
」（
内
閣
文
庫
所
蔵
『
林
羅
山
文
集
』
附
録
巻
第
二
）

（
21
）「
言
物
各
有
所
當
止
之
處
也
」（
内
閣
文
庫
所
蔵
『
大
學
諺
解
』
所
引
『
大
学
章
句
』
伝
三
章
）

（
22
）「
言
人
當
知
所
當
止
之
處
也
」（
内
閣
文
庫
所
蔵
『
大
學
諺
解
』
所
引
『
大
学
章
句
』
伝
三
章
）

（
23
）
林
羅
山
の
後
を
継
い
だ
林
鵞
峯
は
、『
大
學
諺
解
』
を
補
佐
す
る
も
の
と
し
て
、『
大
學
或
問
私
考
』
を
著
し
た
。
こ
の
林
鵞
峯
晩
年
の
作
品
は
『
大
学
或
問
』

本
文
を
し
ば
し
ば
割
愛
す
る
。『
論
語
諺
解
』
や
『
大
學
或
問
私
考
』
が
払
う
べ
き
注
意
を
怠
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、『
大
學
諺
解
』
の
態
度
が
執
拗
な
の
で
あ
る
。

（
24
）『
巵
言
抄
』
や
『
三
徳
抄
』
あ
る
い
は
『
経
書
要
語
』
な
ど
も
、
引
用
さ
れ
た
古
典
籍
の
本
文
は
加
点
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
内
閣
文
庫
所
蔵
の
『
経
書
要
語

解
』
は
、
引
用
さ
れ
た
経
書
の
本
文
が
加
点
さ
れ
て
い
な
い
。

（
25
）「
或
問
、
此
引
玄
鳥
之
詩
、
何
也
。
曰
、
此
以
民
之
止
於
邦
畿
、
而
明
物
之
各
有
所
止
也
」（『
大
学
或
問
』）

（
26
）「
王
者
所
居
、
地
方
千
里
、
謂
之
王
畿
。
居
天
下
之
中
、
四
方
之
人
、
環
視
内
向
、
皆
欲
歸
止
於
其
地
、
猶
事
有
至
善
之
理
、
人
當
止
之
也
。」（『
四
書
大
全
』）、

「
維
民
所
止
之
止
、
止
居
之
止
也
。
物
各
有
所
當
止
之
止
、
止
至
善
之
止
也
。
借
彼
之
詞
、
寓
此
之
意
」（
内
閣
文
庫
所
蔵
林
羅
山
旧
蔵
本
『
四
書
蒙
引
』
巻
第
二
）

（
27
）
林
羅
山
が
明
代
の
諸
書
を
熱
心
に
読
み
、
そ
れ
ら
の
精
粗
を
評
価
し
、
取
捨
選
択
し
た
点
に
つ
い
て
は
、
大
島
の
論
考
に
詳
し
い
。

（
28
）「
緜
蠻
黄
鳥
止
于
丘
隅
」（『
毛
詩
』
小
雅
・
緜
蠻
）
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（
29
）「
詩
云
緡
蠻
黄
鳥
止
于
丘
隅
」（『
礼
記
』
大
学
）

（
30
）「
緜
蠻
黄
鳥
止
于
丘
隅
」（『
詩
集
伝
』
小
雅
・
緜
蠻
）

（
31
）「
詩
云
、
緡
蠻
黄
鳥
、
止
于
丘
隅
」（
内
閣
文
庫
所
蔵
『
大
學
諺
解
』
所
引
『
大
学
章
句
』
伝
三
章
）

（
32
）「
緜
蠻
、
鳥
聲
」（『
詩
集
伝
』
小
雅
・
緜
蠻
）

（
33
）「
正
義
曰
、
言
緜
蠻
然
而
小
者
、
是
黄
鳥
也
」「
正
義
曰
、
緜
蠻
、
文
連
黄
鳥
。
黄
鳥
、
小
鳥
。
故
知
緜
蠻
小
貌
」（『
礼
記
正
義
』
大
学
・
孔
頴
達
疏
）

（
34
）「
曰
、
命
之
爲
慢
與
其
爲
怠
也
孰
得
。
曰
、
大
凡
疑
義
、
所
以
決
之
不
過
乎
義
理･

文
勢･

事
證
三
者
而
已
。
今
此
二
字
、
欲
以
義
理
文
勢
決
之
、
則
皆
通
。
欲

以
事
證
決
之
、
則
無
考
。
蓋
不
可
以
深
求
矣
」（『
大
学
或
問
』）

（
35
）「
或
以
夭
夭
、
少
好
貌
、
為
指
桃
花
、
非
也
。
詩
上
章
有
云
、
桃
之
夭
夭
、
灼
灼
其
華
、
則
知
桃
只
是
桃
身
也
」（
内
閣
文
庫
所
蔵
林
羅
山
旧
蔵
本
『
四
書
蒙
引
』

巻
第
二
）

（
36
）「
婦
人
謂
嫁
曰
歸
」（『
詩
集
伝
』
国
風
・
周
南
・
桃
夭
）

（
37
）「
冬
十
月
、
伯
姫
歸
于
紀
伯
。
姫
者
何
。
内
女
也
。
其
言
歸
何
。
婦
人
謂
嫁
曰
歸
」（『
春
秋
公
羊
伝
』
隠
公
二
年
・
十
月
）「
冬
十
月
、
伯
姫
歸
于
紀
。
禮
、
婦

人
謂
嫁
曰
歸
、
反
曰
來
歸
」（『
春
秋
穀
梁
伝
』・
隠
公
二
年
・
十
月
）

（
38
）「
有
天
地
然
後
有
萬
物
。
有
萬
物
然
後
有
男
女
。
有
男
女
然
後
有
夫
婦
。
有
夫
婦
然
後
有
父
子
。
有
父
子
然
後
有
君
臣
。
有
君
臣
然
後
有
上
下
。
有
上
下
然
後
禮

儀
有
所
錯
。
夫
婦
之
道
不
可
以
不
久
也
。
故
受
之
以
恆
。
恆
者
久
也
」（『
易
経
』
序
卦
伝
下
）

（
39
）「
室
無
空
虛
、
則
婦
姑
勃
谿
。
心
無
天
遊
、
則
六
鑿
相
攘
」（『
莊
子
』
外
篇
・
外
物
）

（
40
）『
礼
記
』
は
昏
義
篇
を
備
え
、
ま
た
『
儀
礼
』
は
士
冠
礼
に
次
い
で
士
昏
礼
を
記
す
。

（
41
）「
夫
婦
有
別
、
則
父
子
親
。
父
子
親
則
君
臣
敬
。
君
臣
敬
則
朝
廷
正
。
朝
廷
正
則
王
化
成
」（『
毛
詩
』
周
南
・
關
雎
・
毛
伝
）

（
42
）「
此
治
國
ノ
章
ニ
婦
人
女
子
ノ
叓
ヲ
引
用
ユ
ル
ヿ
ハ
何
ソ
云
フ
ニ
五
倫
ノ
次
第
ヲ
論
ス
ル
ニ
或
ハ
君
臣
ヲ
先
ジ
或
父
子
或
長
幼
朋
友
ナ
リ
然
ル
ニ
夫
婦
ヲ
以
テ
先

ス
ル
ヿ
ハ
夫
婦
和
ス
レ
ハ
一
家
和
シ
齊
テ
人
倫
正
乄
一
國
ニ
及
ブ
ゾ
詩
関
雎
篇
易
咸
恒
書
ノ
釐
降
ヲ
見
テ
其
實
可
知
而
已
人
ノ
甚
タ
コ
ヽ
ロ
ヤ
ス
ク
テ
ヲ
コ
タ
リ

ヤ
ス
ク
ユ
タ
ン
シ
ヤ
ス
キ
ハ
夫
婦
居
室
ノ
間
ニ
ア
リ
人
倫
ノ
大
ナ
ル
敬
ミ
処
ヲ
天
下
ノ
大
乱
モ
此
ノ
乱
レ
ヨ
リ
出
来
ス
ル
ゾ
豈
可
忽
哉
」（
内
閣
文
庫
所
蔵
林
羅

山
旧
蔵
本
『
大
学
要
略
』
下
）

（
43
）「
其
於
大
倫
之
目
猶
且
闕
其
二
焉
」（『
大
学
或
問
』）

　
【
キ
ー
ワ
ー
ド
】

　
　

・
日
本
漢
学　

・
林
羅
山　

・
朱
子
学　

・
大
学　

・
注
釈




